
米
中
対
立
、
製
造
業
直
撃

ぼ
並
ん
だ
。

　

人
手
不
足
を
背
景
に
、
企

業
の
採
用
意
欲
が
旺
盛
な

「
売
り
手
市
場
」
が
続
い
て

い
る
。
大
学
生
の
就
職
希

望
者
は
７
６
・
０
％
と
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
大
学
生

の
就
職
率
は
微
減
だ
が
、
厚

労
省
の
担
当
者
は
「
第
１
志

望
の
企
業
に
再
挑
戦
し
よ
う

と
、
未
定
の
ま
ま
卒
業
し
た

学
生
も
い
た
よ
う
だ
」
と
話

し
た
。

　

大
学
生
の
男
女
別
で
は
男

子
が
９
７
・
３
％
、
女
子
が

９
７
・
８
％
だ
っ
た
。
ま
た
、

　
【
共
同
】
上
場
企
業
の
２
０
１
９
年
３
月
期
決
算
が
１
７
日
ま
で
に
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
。
純
利
益
合
計
は
前
期
比

７
・３
％
減
の
約
３
３
兆
５
千
億
円
で
３
年
ぶ
り
の
減
益
で
、
１
２
年
１
２
月
の
第
２
次
安
倍
政
権
の
発
足
以
降
、

最
大
の
下
落
率
と
な
っ
た
。
米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
に
よ
る
中
国
経
済
の
減
速
が
製
造
業
を
直
撃
し
た
。
２
０
年
３

月
期
は
増
益
見
通
し
の
企
業
が
多
い
が
、
米
中
対
立
の
激
化
で
今
後
下
方
修
正
の
動
き
が
広
が
る
か
ど
う
か
が
焦

点
と
な
る
。
景
気
が
既
に
後
退
期
に
入
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
日
本
経
済
は
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。

７
・３
％
減
、
現
政
権
最
大

「
売
り
手
市
場
」
続
く

上場企業、純利益大幅縮小高
水
準
、
高
卒
は
バ
ブ
ル
並
み

大
学
生
の
就
職
率
９
７・６
％

不
信
任
案
提
出
後
の
解
散
言
及

菅
官
房
長
官
「
大
義
に
な
る
」

表
し
た
。

　

一
方
、
就
職
を
希
望
す
る

全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し

た
文
科
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
３
月
末
現
在
の
就
職
率

は
昨
年
よ
り
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
増
の
９
８
・
２
％
。
９
年

連
続
の
増
加
で
、
過
去
最
高

だ
っ
た
バ
ブ
ル
期
の
９
１
年

春
卒
（
９
８
・
３
％
）
に
ほ

　
【
共
同
】
今
春
に
大
学
を

卒
業
し
、
就
職
を
希
望
し
た

人
の
就
職
率
は
４
月
１
日
時

点
で
９
７
・
６
％
と
な
り
、

統
計
を
始
め
た
１
９
９
７
年

春
卒
以
降
、
過
去
最
高
だ
っ

た
昨
年
の
９
８
・
０
％
に
続

き
２
番
目
と
な
る
高
水
準
を

維
持
し
た
。
厚
生
労
働
省
と

文
部
科
学
省
が
１
７
日
、
発

米
国
産
牛
の
輸
入
制
限
撤
廃

１
６
年
ぶ
り
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策

期
末
ま
で
の
不
信
任
案
提
出

を
模
索
し
て
い
る
。
夏
の
参

院
選
に
合
わ
せ
て
安
倍
晋
三

首
相
が
衆
院
解
散
に
踏
み
切

る
と
の
臆
測
も
出
て
お
り
、

会
期
末
を
に
ら
ん
だ
与
野
党

攻
防
が
激
し
く
な
り
そ
う

だ
。
官
房
長
官
が
首
相
の
専

権
事
項
の
衆
院
解
散
に
触
れ

る
の
は
異
例
だ
。

　

衆
参
同
日
選
を
巡
っ
て

は
、
内
外
の
経
済
リ
ス
ク
へ

の
対
応
や
、
憲
法
改
正
論
議

推
進
を
衆
院
解
散
の
大
義
に

す
る
と
の
見
方
の
一
方
、
不

信
任
案
提
出
に
対
抗
し
て
首

相
が
解
散
に
打
っ
て
出
る
と

の
観
測
も
あ
る
。

　

自
民
党
の
加
藤
勝
信
総
務

会
長
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
Ｃ
Ｓ
番
組

収
録
で
「
今
は
衆
院
解
散
の

雰
囲
気
は
な
い
が
、
状
況
が

変
わ
れ
ば
、
判
断
は
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
だ
。
政
治
は
生

き
物
だ
」
と
述
べ
、
首
相
が

解
散
を
判
断
す
る
可
能
性
を

否
定
し
な
か
っ
た
。

　

野
党
は
参
院
選
の
与
野
党

対
決
を
見
据
え
、
国
会
会
期

末
に
合
わ
せ
て
政
権
へ
の
攻

重
い
基
地
負
担
の
解
消
訴
え

復
帰
４
７
年
、
沖
縄
平
和
行
進

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

１
７
日
、牛
海
綿
状
脳
症（
Ｂ

Ｓ
Ｅ
）
対
策
と
し
て
、
月
齢

３
０
カ
月
以
下
の
米
国
産
牛

肉
し
か
認
め
て
こ
な
か
っ
た

勢
を
強
め
る
構
え
だ
。
立
憲

民
主
党
の
福
山
哲
郎
幹
事
長

は
菅
氏
の
発
言
に
関
し
、
記

者
団
に
「
解
散
の
大
義
が

な
い
の
で
、
野
党
に
よ
る
不

信
任
案
提
出
を
大
義
に
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
。
野
党
第
１
党
の
党
首
が

解
散
権
を
握
る
よ
う
な
事
態

は
非
常
に
不
可
思
議
だ
」
と

皮
肉
っ
た
。
不
信
任
案
を
提

出
す
る
か
ど
う
か
は
「
今
申

し
上
げ
る
べ
き
こ
と
で
は
な

い
」
と
言
及
を
避
け
た
。

　

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一

郎
代
表
は
１
３
日
に
「
国
会

が
終
盤
に
差
し
掛
か
り
、
通

常
で
あ
れ
ば
不
信
任
案
を
出

す
こ
と
に
な
る
」と
語
っ
た
。

た
だ
野
党
は
衆
院
選
の
候
補

者
調
整
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

準
備
不
足
を
懸
念
。
不
信
任

案
の
提
出
は
慎
重
に
判
断
す

る
と
み
ら
れ
る
。

　

不
信
任
案
は
、
最
近
で
は

昨
年
７
月
に
提
出
さ
れ
た
が

与
党
の
反
対
で
否
決
。
昨
秋

の
臨
時
国
会
で
は
与
党
が
解

散
を
ほ
の
め
か
し
、
野
党
は

提
出
し
な
か
っ
た
。

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
福
島
県
が
金
賞
酒
を
最
多
受
賞
し
、

関
係
者
と
笑
顔
を
見
せ
る
観
光
物
産
交
流
協
会
の
高
荒
昌

展
理
事
長
（
右
）
＝
１
７
日
午
前
、
福
島
市
（
共
同
）

　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
が
東

京
証
券
取
引
所
第
１
部
に
上

場
す
る
３
月
期
決
算
企
業

の
う
ち
、
１
６
日
ま
で
に
業

績
を
発
表
し
た
１
４
６
１
社

（
全
体
の
９
８
・
７
％
）
を
集

計
し
た
。

　

製
造
業
は
７
・
９
％
減
で
、

自
動
車
を
含
む
輸
送
用
機
器

や
ゴ
ム
製
品
な
ど
の
下
落
率

が
大
き
か
っ
た
。
金
融
を
除

く
非
製
造
業
は
１
・
５
％
増
。

金
融
は
地
方
銀
行
の
低
迷
や

証
券
業
界
の
不
振
で
大
幅
減

益
と
な
っ
た
。

　

２
０
年
３
月
期
の
見
通
し

は
、
電
機
や
機
械
な
ど
の

製
造
業
は
慎
重
姿
勢
だ
が
、

非
製
造
業
が
け
ん
引
し
８
・

４
％
増
と
回
復
を
見
込
む
。

た
だ
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

５
月
に
入
り
、
中
国
か
ら
の

輸
入
品
に
対
す
る
追
加
関
税

率
の
引
き
上
げ
に
踏
み
切
っ

た
。
中
国
通
信
機
器
大
手
の

華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ

イ
）
と
米
企
業
と
の
取
引
を

事
実
上
禁
止
す
る
措
置
を
打

ち
出
す
な
ど
対
立
を
強
め
て

い
る
。

　

石
油
元
売
り
最
大
手
の
Ｊ

Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
杉
森
務
社
長
は
決
算
会
見

で
、
米
中
の
制
裁
関
税
の
応

酬
が
進
め
ば
「
世
界
的
な
貿

易
縮
小
や
経
済
の
冷
え
込
み

は
避
け
ら
れ
な
い
」と
指
摘
。

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
の
安
田

光
株
式
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
は

「
大
半
の
企
業
は
決
算
時
点

で
米
中
の
対
立
激
化
を
織
り

込
め
な
か
っ
た
。
世
界
経
済

の
減
速
や
円
高
進
行
に
つ
な

が
れ
ば
輸
出
関
連
を
中
心
に

影
響
が
出
そ
う
だ
」
と
懸
念

を
示
し
た
。

　

純
利
益
合
計
は
第
２
次
安

倍
政
権
発
足
後
は
堅
調
に
推

移
。
１
６
年
３
月
期
は
微
減

だ
っ
た
が
、
１
８
年
３
月
期

は
約
３
７
兆
１
千
億
円
と
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。

の
出
来
栄
え
を
審
査
す
る
全

国
新
酒
鑑
評
会
で
、
特
に
優

れ
て
い
る
と
評
価
し
た
金
賞

酒
２
３
７
点
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
た
。
都
道
府
県

別
で
は
福
島
県
が
２
２
点
で

最
多
だ
っ
た
。

　

次
い
で
金
賞
酒
が
多
か
っ

た
の
は
秋
田
の
１
８
点
で
、

兵
庫
の
１
６
点
、
新
潟
の

１
５
点
、
長
野
の
１
４
点
と

続
い
た
。

　

福
島
県
観
光
物
産
交
流
協

会
の
高
荒
昌
展
理
事
長
は

「
本
当
に
う
れ
し
い
。
東
日

本
大
震
災
が
あ
り
、
厳
し
い

風
評
の
中
で
福
島
の
日
本
酒

が
日
本
一
だ
と
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
こ
と
は
力
に
な
る
。
７

連
覇
の
実
績
を
生
か
し
て
世

界
中
に
福
島
の
魅
力
を
伝
え

た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

今
回
は
各
地
か
ら
８
５
７

点
が
出
品
さ
れ
、
杜
氏
や
国

税
庁
の
鑑
定
官
ら
が
香
り

や
味
を
審
査
し
、
４
１
６
点

が
入
賞
し
た
。
こ
の
う
ち
特

に
優
秀
と
評
価
さ
れ
た
酒
を

金
賞
に
選
ん
だ
。
前
回
、
都

道
府
県
別
で
金
賞
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
福
島
、
兵
庫
両

　
【
共
同
】
菅
義
偉
官
房
長

官
は
１
７
日
の
記
者
会
見

で
、
野
党
に
よ
る
内
閣
不
信

任
決
議
案
の
衆
院
提
出
は
首

相
が
衆
院
を
解
散
す
る
理
由

に
な
る
と
明
言
し
た
。
国
民

に
信
を
問
う
た
め
解
散
す
る

大
義
に
な
る
か
と
記
者
団
に

聞
か
れ
「
当
然
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
た
。
野
党

は
来
月
２
６
日
の
今
国
会
会

文
系
は
９
７
・
４
％
で
０
・
８

ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
た
一

方
、
理
系
は
１
・
２
ポ
イ
ン

ト
増
の
９
８
・４
％
だ
っ
た
。

　

地
域
別
で
は
、
最
も
高

か
っ
た
の
は
関
東
の
９
８
・ 

１
％
で
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
。

北
海
道
・
東
北
と
近
畿
は
過

去
最
高
だ
っ
た
。
中
部
や
中

国
・
四
国
、
九
州
で
は
減
少

が
見
ら
れ
た
が
、
厚
労
省
は

「
全
体
的
に
好
調
な
傾
向
に

変
わ
り
は
な
い
」
と
し
て
い

る
。

　

就
職
希
望
者
の
う
ち
約
１ 

万
７
０
０
人
は
就
職
で
き
な

か
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
厚
労

省
は
支
援
を
続
け
る
。
大
学

金
賞
酒
最
多

は
福
島
県

全
国
新
酒
鑑
評
会

丸
山
氏
辞
職
勧
告
案
を
提
出

立
民
な
ど
野
党
６
党
派

　
【
共
同
】
立
憲
民
主
党
や

日
本
維
新
の
会
な
ど
野
党
６

党
派
は
１
７
日
、
北
方
領
土

を
戦
争
で
取
り
返
す
是
非
に

言
及
し
、
維
新
を
除
名
さ
れ

た
丸
山
穂
高
衆
院
議
員
（
大

阪
１
９
区
）
に
対
す
る
議
員

辞
職
勧
告
決
議
案
を
衆
院
に

共
同
提
出
し
た
。
自
民
、
公

明
両
党
に
も
決
議
案
へ
の
賛

成
を
求
め
る
方
針
だ
。
与
党

は
「
国
会
議
員
の
身
分
は
非

常
に
重
い
」（
森
山
裕
自
民

党
国
対
委
員
長
）
と
し
て
、

現
段
階
で
は
採
決
に
慎
重
姿

勢
だ
。
決
議
案
は
会
期
末
に

廃
案
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

決
議
案
は
丸
山
氏
の
言
動

に
つ
い
て
「
国
会
全
体
の
権

威
と
品
位
を
著
し
く
汚
し
た

と
い
う
事
実
は
拭
い
が
た

い
」
と
指
摘
。「
わ
が
国
の

国
是
で
あ
る
平
和
主
義
に
反

し
、
国
際
問
題
に
も
発
展
し

か
ね
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

直
ち
に
議
員
の
職
を
辞
す
る

べ
き
だ
」
と
し
た
。

　

辞
職
勧
告
決
議
案
は
可
決

さ
れ
て
も
法
的
拘
束
力
は
な

い
。
丸
山
氏
は
自
身
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
「
可
決
さ
れ
よ

う
が
さ
れ
ま
い
が
任
期
を
全

う
す
る
」と
投
稿
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
衆
参
両
院
で
４
件

可
決
さ
れ
た
が
、
刑
事
責
任

を
問
わ
れ
た
事
案
が
大
半

で
、
い
ず
れ
も
議
員
辞
職
し

て
い
な
い
。
議
員
の
言
動
に

関
し
て
提
出
さ
れ
た
決
議
案

が
可
決
さ
れ
た
例
は
な
い
。

　

提
出
後
、
衆
院
議
院
運
営

委
員
会
の
野
党
筆
頭
理
事
を

　
【
共
同
】
本
土
復
帰
か
ら

４
７
年
が
経
過
し
た
沖
縄
県

で
、
過
重
な
米
軍
基
地
負
担

の
解
消
を
訴
え
る
３
日
間

の
「
平
和
行
進
」
が
、
１
７

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
参
加
し

た
市
民
ら
は
、
米
軍
普
天
間

飛
行
場
（
宜
野
湾
市
）
の
移

設
先
・
名
護
市
辺
野
古
と
那

覇
市
か
ら
出
発
。
２
組
に
分

か
れ
て
沖
縄
本
島
を
練
り
歩

く
。

　

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先

に
隣
接
す
る
米
軍
キ
ャ
ン

プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
前

に
は
、
主
催
者
発
表
に
よ
る

と
、
平
和
団
体
や
労
働
組
合

な
ど
の
約
９
０
０
人
が
参

集
。
出
発
前
の
集
会
で
マ
イ

ク
を
握
っ
た
稲
嶺
進
前
名
護

市
長
は
「（
辺
野
古
沿
岸
部

埋
め
立
て
反
対
が
７
割
超
と

な
っ
た
）
県
民
投
票
の
結
果

を
無
視
し
て
、
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
こ
の
国
に
民
主

主
義
も
地
方
自
治
も
あ
る
の

か
」と
怒
り
の
声
を
上
げ
た
。

　

滋
賀
県
草
津
市
の
食
堂
店

主
馬
出
早
美
さ
ん
（
５
７
）

は
「
沖
縄
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
た
。

政
府
の
姿
勢
に
、
は
ら
わ
た

が
煮
え
く
り
か
え
る
」
と
、

約
３
０
年
ぶ
り
に
参
加
し
た

心
境
を
語
っ
た
。

　

行
進
は
、
辺
野
古
か
ら
出

発
し
て
米
軍
基
地
の
近
く
を

歩
く
組
と
、
県
庁
前
か
ら
南

進
し
て
太
平
洋
戦
争
末
期
の

沖
縄
戦
で
激
戦
地
と
な
っ
た

糸
満
市
摩
文
仁
な
ど
を
巡
る

組
に
分
か
れ
て
展
開
。
１
９

日
に
合
流
し
、
普
天
間
飛
行

場
の
周
り
を
歩
い
た
後
、
宜

野
湾
市
で
「
平
和
と
く
ら
し

を
守
る
県
民
大
会
」
を
開
く

予
定
。

　

平
和
行
進
は
、
米
国
か
ら

本
土
に
復
帰
し
て
も
基
地

負
担
が
重
い
こ
と
に
抗
議

す
る
た
め
、
１
９
７
８
年

に
始
ま
っ
た
。
県
に
よ
る

と
、
７
２
年
５
月
１
５
日
の

返
還
時
、
在
日
米
軍
専
用
施

設
の
沖
縄
へ
の
集
中
度
は
約

５
８
・
８
％
。
だ
が
整
理
縮

小
の
ペ
ー
ス
は
本
土
よ
り
も

遅
く
、
今
年
１
月
時
点
で
約

７
０
・３
％
に
な
っ
て
い
る
。

務
め
る
立
民
の
手
塚
仁
雄
氏

は
「
議
員
の
身
分
に
か
か
わ

る
こ
と
で
慎
重
に
扱
う
べ
き

だ
が
、
丸
山
氏
の
暴
言
は
限

度
を
超
え
て
い
る
。
看
過
で

き
な
い
」
と
記
者
団
に
理
由

を
説
明
し
た
。

　

提
出
に
先
立
ち
、
手
塚
氏

は
、
与
党
筆
頭
理
事
で
自
民

党
の
菅
原
一
秀
氏
と
国
会

内
で
会
談
し
、
決
議
案
の
共

生
の
調
査
は
、
国
公
立
大
２ 

４
校
と
私
立
大
３
８
校
を
抽

出
し
、
各
大
学
が
学
生
を
面

接
す
る
な
ど
し
て
調
査
し

た
。

　

高
校
生
で
は
、
卒
業
生

１
０
５
万
６
８
４
７
人
の
う

ち
１
８
万
７
３
４
２
人
が
就

職
を
希
望
。
う
ち
１
８
万 

３
８
９
１
人
が
就
職
し
た
。

都
道
府
県
別
で
は
、
福
井
が

９
９
・
９
％
で
最
も
高
く
、

岩
手
、
富
山
、
石
川
の
３
県

が
い
ず
れ
も
９
９
・
７
％
。

最
も
低
か
っ
た
の
は
沖
縄
の

９
２
・９
％
。

輸
入
規
制
を
撤
廃
し
た
。
食

品
安
全
委
員
会
が
１
月
、
月

齢
３
０
カ
月
を
超
え
る
牛
肉

を
輸
入
し
て
も
、
人
の
健

康
へ
の
リ
ス
ク
は
な
い
と
答

申
し
て
い
た
。
米
国
産
牛
肉

の
輸
入
に
月
齢
制
限
が
設
け

ら
れ
な
い
の
は
２
０
０
３
年

１
２
月
以
来
、
１
６
年
ぶ
り

と
な
る
。

　

日
本
へ
の
輸
出
を
増
や
し

た
い
米
国
は
月
齢
制
限
の
撤

廃
を
求
め
て
い
た
経
緯
が
あ

る
。
た
だ
米
国
産
牛
は
経
済

性
か
ら
通
常
２
０
カ
月
程
度

の
月
齢
で
食
肉
処
理
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
３
０
カ
月
超
は

少
な
い
と
い
い
、
日
本
の
牛

肉
市
場
へ
の
影
響
は
限
定
的

と
み
ら
れ
る
。

　

厚
労
省
は
、
米
国
産
と
同

じ
く
月
齢
３
０
カ
月
以
下
に

規
制
し
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
産
と
カ
ナ
ダ
産
牛
肉
も
月

齢
制
限
を
撤
廃
し
た
。
米
国

産
も
含
め
、
い
ず
れ
も
原
因

物
質
が
た
ま
り
や
す
い
小
腸

の
一
部
や
、
月
齢
３
０
カ
月

を
超
え
る
牛
に
つ
い
て
は
脊

髄
な
ど
の
特
定
危
険
部
位
を

除
く
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
は
、
異
常
化
し
た

タ
ン
パ
ク
質
「
プ
リ
オ
ン
」

で
、
脳
組
織
が
ス
ポ
ン
ジ
状

と
な
る
牛
の
病
気
。
感
染
牛

の
肉
を
食
べ
る
と
、
人
も
致

死
性
の
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ

フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
る
。
牛
の

月
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、

プ
リ
オ
ン
が
脳
な
ど
に
た
ま

り
、
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
か
ら
、
月
齢
に
よ
る
輸

入
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。

　

厚
労
省
の
依
頼
を
受
け
、

食
品
安
全
委
の
プ
リ
オ
ン
専

門
部
会
は
昨
年
４
月
か
ら
、

月
齢
制
限
を
撤
廃
し
た
場
合

の
影
響
に
関
す
る
検
証
作
業

を
本
格
化
。
昨
年
１
１
月
に

「
人
へ
の
リ
ス
ク
は
無
視
で

き
る
」と
の
結
果
を
ま
と
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
意
見
を

公
募
し
た
上
で
、
今
年
１
月

に
根
本
匠
厚
労
相
に
答
申
し

て
い
た
。

　

米
国
産
牛
肉
を
巡
っ
て

は
、
０
３
年
に
米
国
内
で
Ｂ

Ｓ
Ｅ
感
染
牛
が
確
認
さ
れ
た

た
め
、
日
本
へ
の
輸
入
を
禁

止
し
た
。
０
５
年
に
月
齢

２
０
カ
月
以
下
の
条
件
で
輸

入
を
再
開
し
た
が
、
０
６
年

１
月
に
危
険
部
位
の
混
入
が

発
覚
し
、再
度
禁
止
さ
れ
た
。

同
７
月
に
再
開
し
、
１
３
年

か
ら
は
、
輸
入
規
制
を
月
齢

３
０
カ
月
以
下
に
緩
和
し
て

い
た
。

本土復帰から４７年、米軍キャンプ・シュワブのゲート前から出
発した「平和行進」＝１７日午前、沖縄県名護市辺野古（共同）

同
提
出
に
加
わ
る
よ
う
要
請

し
た
。
菅
原
氏
は
決
議
案
の

タ
イ
ト
ル
や
中
身
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
応
じ
な

か
っ
た
。

　

決
議
案
を
提
出
し
た
の
は

立
民
、
維
新
の
ほ
か
、
国
民

民
主
、
共
産
、
社
民
各
党
と

衆
院
会
派
「
社
会
保
障
を
立

て
直
す
国
民
会
議
」。

　

丸
山
氏
は
北
方
領
土
へ
の

ビ
ザ
な
し
交
流
訪
問
団
に
参

加
。
１
１
日
夜
、酒
に
酔
い
、

宿
舎
で
元
島
民
の
団
長
に

「
ロ
シ
ア
が
混
乱
し
て
い
る

と
き
に
取
り
返
す
の
は
オ
ッ

ケ
ー
で
す
か
」「
戦
争
を
し

な
い
と
、
ど
う
し
よ
う
も
な

く
な
い
で
す
か
」
な
ど
と
質

問
し
た
。
１
３
日
、
東
京
都

内
で
発
言
を
撤
回
し
た
。

　
【
共
同
】
酒
類
総
合
研
究

所
（
広
島
県
東
広
島
市
）
は

１
７
日
、
２
０
１
８
酒
造
年

度
（
１
８
年
７
月
〜
１
９
年

６
月
）
に
製
造
さ
れ
た
清
酒

県
で
１
９
点
だ
っ
た
。

　

鑑
評
会
は
清
酒
の
品
質
や

製
造
技
術
の
向
上
を
目
的
に
１
９
１
１
年
に
始
ま
り
、
今

年
で
１
０
７
回
目
。
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大
統
領
前
夫
人
関
係
者
は
９
人
も

い
」
と
、
マ
ス
コ
ミ
の
ミ
ス

リ
ー
ド
、
国
民
の
誤
解
を
指

摘
し
て
は
い
る
。

　

教
育
省
に
加
え
て
、
保
健

省
の
予
算
も
週
明
け
に
発
表

さ
れ
る
緊
急
時
対
策
プ
ラ

ン
（
事
実
上
の
“
予
算
削
減
”

の
た
め
、以
後
「
予
算
削
減
」

ま
た
は
「
削
減
」）
に
は
入

ら
な
い
見
込
み
だ
。

　

３
月
に
３
０
０
億
レ
ア
ル

の
予
算
削
減
を
発
表
し
た
経

済
ス
タ
ッ
フ
に
と
り
、
教
育

省
と
保
健
省
以
外
の
省
庁
だ

け
で
ま
と
ま
っ
た
額
の
削
減

案
を
ま
と
め
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。

　

今
年
第
１
四
半
期
の
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
２
年

ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
中
、

税
収
減
に
よ
り
、
さ
ら
に

５
０
億
レ
の
削
減
が
必
要
に

な
る
と
Ｅ
紙
は
分
析
し
て
い

る
。

　

最
新
の
経
済
情
勢
や
予
測

値
と
、
今
年
度
予
算
の
状
況

を
反
映
さ
せ
た
上
で
の
予
算

出
納
帳
（
２
カ
月
お
き
に

　
【
既
報
関
連
】
金
融
活
動
管
理
審
議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る
疑
惑
指
摘
を
受
け
、

リ
オ
州
検
察
局
が
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
上
議
や
、
同
氏
の
リ

オ
州
議
時
代
の
職
員
、
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
ら
の
２
０
０
７
〜
１
８
年

分
口
座
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
が
そ
の
内
容
を
公
開
し
は
じ
め
て
い
る

が
、
疑
惑
を
持
た
れ
た
職
員
ら
と
大
統
領
本
人
も
含
む
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
家
の
他
の
人

た
ち
と
の
関
わ
り
や
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
自
身
の
疑
惑
の
不
動
産
購
買
の
疑
惑
な
ど

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
１
７
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
リ
オ

市
支
部
に
も
情
報
開
示
の
対

象
者
が
２
人
い
る
。
そ
の

中
の
１
人
で
支
部
会
計
の

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ラ
・
フ
ェ
レ

イ
ラ
・
デ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ

氏
の
経
営
す
る
企
業
は
、
同

党
の
候
補
者
４
２
人
か
ら

５
万
５
３
０
０
レ
ア
ル
を
受

け
取
っ
た
疑
い
も
持
た
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
エ
ス
タ
ー
ド
紙

に
よ
る
と
、
ケ
イ
ロ
ス
氏

は
２
０
１
６
年
１
月
か
ら

２
０
１
８
年
６
月
ま
で
に
か

け
て
、
合
計
で
６
６
万
１
千

レ
ア
ル
の
現
金
を
引
き
出
し

た
。

　

さ
ら
に
、
１
７
日
発
売
の

ヴ
ェ
ー
ジ
ャ
誌
に
は
、
ケ
イ

ロ
ス
氏
長
女
の
ナ
タ
リ
ア
氏

が
１
８
歳
だ
っ
た
２
０
０
７

年
に
、
自
宅
か
ら
４
０
キ
ロ

離
れ
た
と
こ
ろ
で
生
活
し
て

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
の
職
員
と
な
り
、

そ
の
後
も
職
員
契
約
を
切
ら

ず
に
給
料
が
受
け
取
れ
る
状

態
に
し
た
ま
ま
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
就
職
し
て

　

ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ
ウ
ロ
ン

副
大
統
領
は
１
６
日
、
１
５

日
に
全
国
規
模
で
起
き
た
連

邦
大
学
へ
の
支
出
削
減
な
ど

に
反
対
す
る
デ
モ
に
関
し
て
、

こ
れ
が
こ
じ
れ
て
、
１
３
年

６
月
の
サ
ッ
カ
ー
・
コ
ン
フ
ェ

デ
杯
開
催
時
に
連
日
行
わ
れ

た
抗
議
行
動
の
よ
う
に
な
る

い
た
事
実
を
報
じ
て
い
る
。

ナ
タ
リ
ア
氏
は
、
下
議
時
代

の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
職

員
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

同
誌
は
ま
た
、
州
検

察
局
の
資
料
を
引
用
し
、

２
０
１
８
年
１
月
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
た
、
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
が
９
０
０
万
レ
ア

ル
余
り
を
投
じ
て
購
入
し

た
、
リ
オ
市
の
高
級
住
宅
地

に
あ
る
１
９
の
物
件
を
、
３

倍
以
上
の
値
段
で
転
売
し
た

り
し
て
、
計
３
０
０
万
レ
ア

ル
以
上
の
転
売
益
を
得
た
疑

惑
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

リ
オ
検
察
局
は
「
資
金
洗
浄

の
疑
い
が
あ
る
」
と
見
て
い

る
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が
選
挙
裁

に
申
請
し
た
資
産
は
、
初

父
や
弟
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
幹
部
に
も
及
ぶ

発
表
）
の
発
表
を
、
政
府
は

２
２
日
に
控
え
て
い
る
。
政

府
は
３
月
に
大
き
く
削
減
さ

れ
た
省
庁
か
ら
の
削
減
は
、

今
回
は
見
送
る
予
定
だ
。

　

公
費
の
監
視
を
行
う
機

関
、
コ
ン
タ
ス
・
ア
ベ
ル
タ

ス
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、
３
月
の
予
算
削
減
で
最

も
影
響
を
う
け
た
の
は
鉱
山

動
力
省
で
、
７
９
・
５
％
の

予
算
が
削
減
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
年
末
ま
で
の
予
算
は

１
０
億
レ
し
か
な
い
。

　

３
０
〜
４
０
％
の
範
囲
で

削
減
さ
れ
た
の
は
、
イ
ン
フ

ラ
省
（
３
９
・
０
％
）、
国
防

省
（
３
７
・
９
％
）、
観
光
省

（
３
７
・
３
％
）、
科
学
技
術

省
（
３
６
・
１
％
）、
地
域
開

　

教
育
省
に
割
り
当
て
ら
れ

て
い
た
予
算
の
内
、
５
７
億

レ
分
が
緊
急
時
対
策
プ
ラ
ン

（con
tin
gen
ciam

en
t

o

）
の
対
象
と
な
る
と
、
連

邦
政
府
が
発
表
し
た
こ
と
が

デ
モ
発
生
に
繋
が
っ
て
い

た
。

　

連
邦
政
府
は
、「
緊
急
時

対
策
プ
ラ
ン
と
は
、
税
収
が

足
り
な
か
っ
た
場
合
に
一
時

凍
結
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
意
味
。
予
算
削
減
で
は
な

　
【
既
報
関
連
】
全
伯
２
０

０
以
上
の
市
で
１
５
日
に
発

生
し
た
抗
議
デ
モ
の
影
響
を

受
け
、
連
邦
政
府
は
教
育
部

門
と
保
健
医
療
部
門
に
関
し

て
は
こ
れ
以
上
の
予
算
削
減

を
諦
め
る
だ
ろ
う
と
、
１
７

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙

が
報
じ
た
。

　

政
府
は
週
明
け
に
も
新
た

な
省
庁
別
の
予
算
削
減
案
を

発
表
す
る
が
、
経
済
省
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
教
育
省
の
予
算

削
減
を
行
わ
な
く
て
も
済
む

よ
う
に
す
る
た
め
の
計
算
を

行
っ
て
い
る
。

５
０
億
レ
は
ど
こ
か
ら
削
る
？

１
９
〜
２
５
日
に
ダ
ム
決
壊
？

専
門
家
は
計
画
性
の
な
さ
を
指
摘

発
省
（
３
２
・４
％
）
だ
。

　

公
的
費
用
の
専
門
家
ラ
ウ

ル
・
ヴ
ェ
ロ
ー
ゾ
氏
は
、「
総

予
算
１
０
億
レ
以
下
の
省
庁

は
、
削
減
効
果
も
少
な
く
、

ち
ょ
っ
と
の
削
減
で
機
能
不

全
に
陥
る
か
ら
、
予
算
削
減

対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
予

算
規
模
１
０
億
レ
ア
ル
か
そ

れ
以
下
の
省
庁
で
も
、
観
光

省
、
環
境
省
（
２
２
・
８
％
）

女
性
人
権
省
（
２
０
・
１
％
）

な
ど
が
削
減
対
象
に
な
っ

た
。

　

ジ
ェ
ト
ゥ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル

ガ
ス
財
団
所
属
の
公
共
行
政

学
部
教
授
、
グ
ス
タ
ヴ
ォ
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
氏
は
、「
政

府
に
計
画
性
が
な
い
の
が

大
き
な
問
題
だ
。
予
算
配
分

の
た
め
の
し
か
る
べ
き
基
準

も
、
時
間
的
期
限
を
設
定
し

た
目
標
も
な
い
」
と
批
判
し

て
い
る
。

た
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
と
２
０
０
８
年
ま
で
婚
姻

関
係
に
あ
っ
た
２
番
目
の
妻

ア
ナ
・
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
氏
の

親
類
９
人
が
情
報
開
示
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
１
６
日

付
エ
ポ
カ
誌
に
よ
れ
ば
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
家
の
親
戚
は
選
挙

の
時
の
チ
ラ
シ
配
り
し
か
し

て
い
な
か
っ
た
、
給
与
の
９

割
は
返
し
て
い
た
と
い
っ
た

情
報
も
あ
る
と
い
う
。

　

８
６
人
の
中
に
は
、
リ
オ

市
議
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
家
次
男

カ
ル
ロ
ス
氏
の
元
職
員
も
２

人
含
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の

現
在
の
所
属
政
党
・
社
会
自

パウロ・ゲデス経済相
（Marcos Correa / PR）

ゴ
ン
ゴ
・
ソ
コ
鉱
山
と
ス
ル
・
ス
ペ

リ
オ
ル
鉱
滓
ダ
ム
の
位
置
関
係
を
示

す
模
型
（Vale/D

ivulgação

）

１
５
日
付
ヴ
ェ
ー
ジ
ャ
誌
の
記
事

１
９
物
件
を
高
額
転
売
の
疑
惑
も

ミ ナ ス 州

回
州
議
選
の
２
０
０
２
年

が
２
万
５
５
０
０
レ
ア
ル
、

２
度
目
の
州
議
選
だ
っ
た

０
６
年
が
３
８
万
５
千
レ
ア

ル
、
１
８
年
の
上
議
選
で
は

１
７
４
万
レ
ア
ル
と
、
急
速

に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

可
能
性
を
否
定
し
た
。「
社

会
保
障
制
度
改
革
が
承
認
さ

れ
れ
ば
、
経
済
状
況
だ
っ
て

変
わ
る
。
そ
う
す
れ
ば
大
学

へ
の
支
出
だ
っ
て
増
え
る
」
と

副
大
統
領
は
答
え
た
。
だ
が
、

１
５
日
に
抗
議
を
行
っ
た
集

団
の
中
か
ら
は
６
月
の
ゼ
ネ

ス
ト
を
示
唆
す
る
声
も
。
奇

遇
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
月

は
伯
国
開
催
と
な
っ
た
サ
ッ

カ
ー
の
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の

開
催
月
。
伯
国
の
社
会
や
政

界
が
不
安
定
に
な
る
契
機
と

な
っ
た
あ
の
コ
ン
フ
ェ
デ
杯
の

騒
乱
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
だ

が
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
７
日
は
男
子
サ
ッ
カ
ー

の
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
代
表

発
表
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

前
日
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ

杯
の
代
表
発
表
が
行
わ
れ
、

メ
ン
バ
ー
２
３
人
が
選
ば
れ

た
。
そ
こ
に
、
実
に
４
１
歳

と
な
る
フ
ォ
ル
ミ
ー
ガ
が
選

出
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
彼
女

に
と
っ
て
は
７
回
連
続
の
Ｗ

杯
出
場
。
彼
女
は
６
回
出

場
の
時
点
で
、
男
子
も
含
め

た
世
界
記
録
保
持
者
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
も
う

１
回
更
新
し
た
こ
と
に
な

る
。
彼
女
が
参
加
し
た
Ｗ
杯

の
伯
国
女
子
代
表
の
成
績
は

２
０
０
７
年
の
準
優
勝
が
最

高
だ
が
、果
た
し
て
今
回
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

昨
日
付
で
も
報
じ
た
よ
う

に
、
今
日
の
夕
方
か
ら
明
日

の
夕
方
に
か
け
て
、
聖
市
で

は
毎
年
恒
例
の
文
化
の
祭
典

「
ヴ
ィ
ラ
ー
ダ
・
ク
ウ
ツ
ラ

ル
」
が
行
わ
れ
る
。
聖
市
で

は
こ
こ
数
日
、
雨
で
急
に
気

温
が
下
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
今
日
、
明
日
も
同
様
で
、

両
日
と
も
最
低
気
温
は
１
６

度
ま
で
下
が
る
と
い
う
予
報

も
。
出
か
け
る
際
は
、
温
か

い
格
好
で
行
く
こ
と
を
お
勧

め
し
た
い
。

　

伯
国
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｃ

Ｂ
Ｆ
）
は
１
７
日
、
６
月
１
４
日
に
開
幕
す
る
コ
パ
ア

メ
リ
カ
に
向
け
た
セ
レ
ソ
ン

メ
ン
バ
ー
２
３
人
を
発
表
し

た
。

　

選
ば
れ
た
の
は
以
下
の
通

り
。

　

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
：
ア
リ

ソ
ン
（
リ
バ
プ
ー
ル
）、
エ
デ

ル
ソ
ン
（
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・

シ
テ
ィ
）、
カ
ッ
シ
オ
（
コ
リ

ン
チ
ャ
ン
ス
）

　

サ
イ
ド
バ
ッ
ク
：
ダ
ニ
・
ア

ウ
ヴ
ェ
ス
（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）、
フ
ァ

ギ
ネ
ル
（
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
）、

フ
ィ
リ
ペ
・
ル
イ
ス
（
ア
ト
レ

テ
ィ
コ・マ
ド
リ
ッ
ド
）、ア
レ
ッ

ク
ス
・
サ
ン
ド
ロ
（
ユ
ベ
ン
ト

ス
）

　

セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
：
マ
ル

キ
ー
ニ
ョ
ス
、
チ
ア
ゴ
・
シ
ウ

ヴ
ァ
（
共
に
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）、
ミ
ラ

ン
ダ
（
イ
ン
テ
ル
）、
エ
デ
ル・

ミ
リ
ト
ン
（
Ｆ
Ｃ
ポ
ル
ト
）

　

ボ
ラ
ン
チ
：
カ
ゼ
ミ
ー
ロ

（
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ッ
ド
）、

フ
ェ
ル
ナ
ン
ジ
ー
ニ
ョ
（
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
・
シ
テ
ィ
）、
ア

ラ
ン
（
ナ
ポ
リ
）

　

ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
：
ア
ル

ト
ゥ
ー
ル
（
Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ

ナ
）、ル
ー
カ
ス・パ
ケ
タ
（
ミ

ラ
ン
）フ
ィ
リ
ペ・コ
ウ
チ
ー
ニ
ョ

（
Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
）

　
フ
ォ
ワ
ー
ド
：
リ
シ
ャ
ル
リ

ソ
ン
（
エ
ヴ
ァ
ー
ト
ン
）、
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
ジ
ェ
ズ
ス
（
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー・シ
テ
ィ
）、エ
ヴ
ェ

ル
ト
ン
（
グ
レ
ミ
オ
）、
フ
ィ

ル
ミ
ー
ノ
（
リ
バ
プ
ー
ル
）、

ネ
イ
マ
ー
ル
（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）、
ダ

ヴ
ィ
ド
・
ネ
レ
ス
（
ア
ヤ
ッ
ク

ス
）

　

発
表
会
見
で
最
も
注
目
が

集
ま
っ
た
の
は
、
フ
ァ
ン
へ
の

暴
行
騒
動
で
大
顰
蹙
を
浴
び

た
、
ネ
イ
マ
ー
ル
選
出
の
正

当
性
に
関
し
て
だ
。
チ
ッ
チ

監
督
は
「
私
は
最
初
に
ネ
イ

マ
ー
ル
と
話
を
し
た
い
。
そ

の
後
皆
さ
ん
に
お
話
す
る
」

と
語
る
に
と
ど
め
た
。

　

召
集
メ
ン
バ
ー
は
、
一
部

を
除
き
、
２
２
日
に
リ
オ
州

の
Ｃ
Ｂ
Ｆ
合
宿
施
設
に
集
合

す
る
。

　

セ
レ
ソ
ン
は
６
月
初
旬
に

親
善
試
合
を
２
試
合
行
っ
た

後
、
１
４
日
の
開
幕
戦
、
対

ボ
リ
ビ
ア
戦
（
聖
市
・
モ
ル

ン
ビ
競
技
場
）
に
臨
む
。

　

ミ
ナ
ス
州
検
察
局
が
１
６

日
、
鉄
鉱
大
手
の
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ

に
、同
州
中
央
部
バ
ロ
ン・
デ・

コ
カ
イ
ス
市
住
民
に
ダ
ム
決

壊
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
事

を
通
達
す
る
よ
う
命
じ
た
と

１
６
、１
７
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

州
検
察
局
の
通
達
は
、

１
３
日
に
同
社
所
有
の
ゴ
ン

ゴ
・
ソ
コ
鉱
山
北
側
斜
面
で

亀
裂
が
確
認
さ
れ
、
州
防
災

局
の
視
察
も
行
っ
た
上
で
提

出
さ
れ
た
報
告
書
を
基
に
し

て
出
さ
れ
た
。

　

州
防
災
局
に
よ
る
と
、
ゴ

ン
ゴ
・
ソ
コ
鉱
山
で
は
、
採

掘
作
業
に
伴
っ
て
出
来
た
北

側
の
斜
面
に
亀
裂
が
生
じ
、

日
毎
に
広
が
っ
て
い
る
事
が

レ
ー
ダ
ー
で
確
認
さ
れ
た
と

い
う
。
斜
面
の
動
き
は
１
日

約
４
セ
ン
チ
の
ペ
ー
ス
で
進

ん
で
お
り
、
早
け
れ
ば
１
９

日
、
遅
く
と
も
２
５
日
に
は

斜
面
が
崩
れ
る
と
い
う
。

　

地
政
学
が
専
門
の
ラ
フ
ァ

エ
ラ
・
バ
ウ
デ
ィ
氏
に
よ
る
と
、

鉄
鉱
石
採
掘
時
に
出
来
る
斜

面
は
岩
を
切
り
取
っ
た
状
態

で
、
通
常
は
非
常
に
堅
固
だ

が
、
何
ら
か
の
理
由
で
崩
壊

す
れ
ば
、
採
掘
作
業
で
出
る

鉱
滓
を
溜
め
る
ス
ル
・
ス
ペ

リ
オ
ル
・
ダ
ム
決
壊
の
恐
れ

が
あ
る
と
い
う
。

　

防
災
局
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・

ゴ
デ
ィ
ニ
ョ
報
道
官
に
よ
る

と
、
防
災
局
は
Ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
社

か
ら
の
報
告
を
受
け
、
現
場

や
地
域
の
監
視
を
続
け
て
い

る
が
、
斜
面
崩
壊
時
に
生
じ

る
振
動
が
ス
ル
・
ス
ペ
リ
オ

ル
・
ダ
ム
の
構
造
そ
の
も
の

の
弱
体
化
や
鉱
滓
の
液
状
化

現
象
を
招
け
ば
、
ダ
ム
決
壊

は
避
け
難
い
と
い
う
。

　

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
社
は
２
４
時
間

体
制
で
斜
面
の
動
き
な
ど
を

観
察
し
て
い
る
が
、
斜
面
崩

壊
が
、
約
１
・
５
キ
ロ
先
の
ス

ル
・
ス
ペ
リ
オ
ル
・
ダ
ム
の

即
時
決
壊
を
招
く
か
否
か
は

わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
斜
面

崩
壊
の
規
模
や
ダ
ム
決
壊
時

に
流
出
す
る
鉱
滓
の
量
は
把

握
出
来
て
な
い
と
い
う
。

　

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
社
に
よ
る
と
、

ダ
ム
決
壊
時
に
は
短
時
間
で

は
逃
げ
ら
れ
な
い
地
域
の
住

民
は
既
に
避
難
済
み
で
、
鉱

滓
到
達
ま
で
に
逃
げ
る
余
裕

が
あ
り
、
危
険
度
２
の
地

区
住
民
に
は
ラ
ジ
オ
と
チ
ラ

シ
で
通
達
済
み
だ
と
い
う
。

１
８
日
に
は
危
険
度
２
地
区

の
住
民
向
け
の
非
難
訓
練
が

繰
り
返
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
ヴ
ィ
ト
リ
ア
―
ミ

ナ
ス
鉄
道
は
１
６
日
以
降
、

ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
駅
〜
ド

イ
ス
・
イ
ル
モ
ン
ス
駅
間
は

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
社
配
送
の
バ
ス
、

ド
イ
ス
・
イ
ル
モ
ン
ス
駅
〜

ヴ
ィ
ト
リ
ア
駅
間
は
鉄
道
走

行
と
な
っ
た
。

　

ス
ル
・
ス
ペ
リ
オ
ル
・
ダ

ム
の
危
険
度
は
３
月
に
最
高

の
３
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
い

つ
決
壊
が
起
き
て
も
不
思
議

が
な
い
状
態
だ
っ
た
。

　

聖
州
北
部
海
岸
や
リ
オ

州
南
部
で
は
１
６
日
か
ら

１
７
日
に
か
け
て
大
雨
が
降

り
、
土
砂
崩
れ
で
高
速
道

や
ト
ン
ネ
ル
が
通
行
止
め
に

な
る
事
態
が
起
き
て
い
る
。

１
６
、１
７
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
６
日
夕
方
は
聖
州
北

部
海
岸
で
強
い
雨
が
降
っ
た
。

ウ
バ
ト
ゥ
ー
バ
で
は
市
内
中

心
部
で
２
４
時
間
で
２
０
０

ミ
リ
の
雨
を
記
録
し
た
。

　

こ
の
影
響
で
、
タ
モ
イ
オ

ス
道
は
１
６
日
１
７
時
２
０

分
頃
に
７
３
〜
７
８
キ
ロ
地

点
で
起
き
た
土
砂
崩
れ
の
影

響
で
通
行
止
め
と
な
っ
た
。

こ
の
状
態
は
１
７
日
も
続
い

て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
ン
シ
エ
ッ
タ
道
や

リ
オ
〜
サ
ン
ト
ス
間
の
国
道

も
土
砂
崩
れ
な
ど
で
通
行
止

め
と
な
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は

１
７
日
午
後
に
は
解
除
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
リ
オ
市
で
も
激
し

い
雨
が
降
り
、
南
部
ガ
ヴ
ェ

ア
区
の
ア
ク
ー
ス
チ
コ
・
ト

ン
ネ
ル
で
は
、
昼
過
ぎ
に
天

井
の
一
部
が
崩
壊
し
て
通
行

中
の
バ
ス
に
落
ち
る
事
故
が

発
生
し
、
通
行
止
め
と
な
っ

た
。
天
井
崩
壊
は
、
ト
ン
ネ

ル
の
外
側
で
起
き
た
土
砂
崩

れ
の
影
響
だ
と
い
う
。

　

１
７
日
午
後
１
時
３
０
分

現
在
、
ア
ク
ー
ス
チ
コ
・
ト

ン
ネ
ル
の
他
に
、
ニ
ー
マ
イ

ヤ
ー
大
通
り
や
ズ
ズ
・
ア
ン

ジ
ェ
ル
・
ト
ン
ネ
ル
が
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
ー

マ
イ
ヤ
ー
大
通
り
の
封
鎖
は

１
６
日
に
４
カ
所
で
土
砂
崩

れ
が
起
き
た
影
響
で
、
１
７

日
夕
刻
に
開
通
し
た
。

コ
パ
ア
メ
リ
カ
の
メ
ン
バ
ー
発
表

フ
ァ
ン
に
暴
行
の
ネ
イ
マ
ー
ル
選
出

住
民
に
緊
急
通
達
、
鉄
道
も
停
止

フラヴィオ・
ボウソナロ

連邦政府

教
育
と
医
療
の
予
算
削
減
は
諦
め

（２）２０１９年 第５２４４号 ５月 １８日 （土曜日）

セレソン

聖
州
〜
リ
オ
で
雨
の
被
害
相
次
ぐ

土
砂
崩
れ
や
ト
ン
ネ
ル
崩
壊
も

豪 雨

幽霊職員は家族にも蔓延
　

１
７
日
付

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
に

よ
る
と
、
情
報
開

示
の
対
象
と
な
っ

た
個
人
は
８
６
人

で
、
ほ
と
ん
ど
が

２
０
０
７
〜
１
８

年
に
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

氏
の
職
員
だ
っ
た

人
物
だ
。
さ
ら
に

企
業
９
社
も
捜
査

さ
れ
て
い
る
。

　

８
６
人
の
内
、

７
人
は
ケ
イ
ロ
ス

氏
の
関
係
者
で
、

少
な
く
と
も
５
人

は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
の
下
議
時
代

の
職
員
で
も
あ
っ



　
成せ

い

功こ
う

せ
ぬ
う
ち
は
、
帰か

え

っ
て
く
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ぬ
。

も
し
も
、
失し

っ

敗ぱ
い

に
終お

わ
っ
た
場ば

合あ
い

に
は
、
樺か

ら

太ふ
と

に
残の

こ

り
、
そ
の

地ち

の
土つ

ち

に
な
る
か
、
そ
れ
と
も
ア
イ
ヌ
と
し
て
生

し
ょ
う

涯が
い

を
終お

え
ま

す
。
再ふ

た
たび
お
眼め

に
か
か
れ
る
と
は
思お

も

い
ま
せ
ぬ
。
お
達た

っ

者し
ゃ

で
お

暮く

ら
し
下く

だ

さ
い
。

　

間ま

宮み
や

林り
ん

蔵ぞ
う

が
見み

送お
く

り
に
来き

た
警け

い

備び

役や
く

の
津つ

軽が
る

藩は
ん

兵へ
い

指し

揮き

格か
く

・
山や

ま

崎さ
き

半は
ん

蔵ぞ
う

に
こ
う
言い

う
と
、
山や

ま

崎さ
き

は
言こ

と

葉ば

も
な
く
う
な

づ
い
た
。
そ
の
眼め

に
は
、
再ふ

た
た
び
生い

き
て
は
帰か

え

れ
ぬ
か
も
し
れ
な

い
者も

の

を
見み

送お
く

る
悲ひ

痛つ
う

な
光ひ

か
りが
う
か
ん
で
い
た
。

　

文ぶ
ん

化か

５
（
１
８
０
８
）
年ね

ん

４
月が

つ

１
３
日に

ち

、
蝦え

夷ぞ

地ち

（
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）
最さ

い

北ほ
く

端た
ん

の
宗そ

う

谷や

の
地ち

。
海う

み

は
お
だ
や
か
で
空そ

ら

は
晴は

れ
て

い
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

は
こ
こ
か
ら
１
８
里り

（
７
１
キ
ロ
）
の
海う

み

を
渡わ

た
っ

て
、
樺か

ら

太ふ
と

に
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

す
る
所と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
前ぜ

ん

年ね
ん

、
蝦え

夷ぞ

地ち

の
各か

く

地ち

を
荒あ

ら
し
回ま

わ

っ
た
ロ
シ
ア
艦か

ん

が
再ふ

た
た
び
や
っ
て
く
る
と
予よ

告こ
く

し

て
い
た
時じ

期き

で
、
も
し
発は

っ

見け
ん

さ
れ
れ
ば
捕と

ら
え
ら
れ
る
恐お

そ

れ
が

あ
っ
た
。
ま
た
樺か

ら

太ふ
と

に
は
最さ

い

南な
ん

端た
ん

の
白し

ら

主む
し

に
こ
そ
会か

い

所し
ょ

が
設も

う

け

ら
れ
、
警け

い

備び

の
一い

っ

隊た
い

が
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

し
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
北き

た

は
地ち

理り

も
分わ

か
ら
ず
、
粗そ

暴ぼ
う

な
山さ

ん

丹た
ん

人じ
ん

が
大た

い

陸り
く

側が
わ

か
ら
交こ

う

易え
き

の
た

め
に
往お

う

来ら
い

し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
こ
の
北ほ

く

辺へ
ん

の
地ち

理り

と
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
明あ

き

ら
か
に
し
て
ロ
シ
ア

の
南な

ん

進し
ん

に
備そ

な

え
よ
う
と
い
う
の
が
、
間ま

宮み
や

林り
ん

蔵ぞ
う

の
樺か

ら

太ふ
と

探た
ん

検け
ん

の

目も
く

的て
き

だ
っ
た
。

　

林り
ん

蔵ぞ
う

は
、
安あ

ん

永え
い

９
（
１
７
８
０
）
年ね

ん

、
常ひ

陸た
ち

国こ
く

（
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

）
筑つ

く

波ば

郡ぐ
ん

の
農の

う

家か

に
生う

ま
れ
た
。
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

か
ら
土ど

木ぼ
く

工こ
う

事じ

が
好す

き
で
、
堰せ

き

と
め
工こ

う

事じ

の
現げ

ん

場ば

に
出で

入い

り
し
て
い
る
う
ち

に
、
利り

発は
つ

さ
を
買か

わ
れ
て
幕ば

く

府ふ

の
普ふ

請し
ん

役え
き

雇や
と
い・
村む

ら

上か
み

島し
ま

之の

允
じ
ょ
う

の
使つ

か

い
走ば

し

り
と
し
て
働は

た
ら
く
こ
と
に
な
っ
た
。
村む

ら

上か
み

が
各か

く

地ち

を
測そ

く

量り
ょ
うし
て
地ち

図ず

を
作さ

く

製せ
い

す
る
の
に
従

し
た
が
っ
て
、
林り

ん

蔵ぞ
う

は
測そ

く

量り
ょ
う

技ぎ

術
じ
ゅ
つ

と
健け

ん

脚き
ゃ
くを
身み

に
つ
け
た
。

　

村む
ら

上か
み

が
蝦え

夷ぞ

地ち

で
の
仕し

事ご
と

を
命め

い

ぜ
ら
れ
る
と
、
林り

ん

蔵ぞ
う

も
一い

っ

緒し
ょ

に
つ
い
て
行い

っ
た
。
し
か
し
冬ふ

ゆ

の
厳き

び

し
い
寒さ

む

気け

と
野や

菜さ
い

不ぶ

足そ
く

で
足あ

し

が
む
く
み
、
体た

い

調ち
ょ
うを
崩く

ず

し
た
。
土と

地ち

の
人ひ

と

か
ら
、
蝦え

夷ぞ

人じ
ん

（
ア
イ
ヌ
）
は
魚さ

か
なと
昆こ

ん

布ぶ

を
食た

べ
る
の
で
、
病や

む
こ
と
も
な

く
冬ふ

ゆ

を
越こ

す
、
と
教お

し

え
ら
れ
、
そ
れ
に
従

し
た
が
っ
た
所と

こ
ろ、
む
く
み
も

と
れ
て
体た

い

調ち
ょ
うが
回か

い

復ふ
く

し
た
。

間ま

宮み
や

林り
ん

蔵ぞ
う

の
樺か

ら

太ふ
と

探た
ん

検け
ん

２００３年
ねん

７月
がつ

２０日
か

版
ばん

　
こ
れ
を
機き

に
林り

ん

蔵ぞ
う

は
、
ア
イ
ヌ
と
同お

な

じ
生せ

い

活か
つ

を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
、
と
知し

り
、
ア
イ
ヌ
語ご

を
習な

ら

い
、
し
ば
し
ば
ア
イ
ヌ
の

家い
え

を
訪お

と
ず
れ
て
衣い

服ふ
く

・
家か

屋お
く

・
狩し

ゅ

猟り
ょ
う・
漁ぎ

ょ

獲か
く

・
旅り

ょ

行こ
う

な
ど
に
つ

い
て
詳く

わ

し
く
調し

ら

べ
た
。

　

林り
ん

蔵ぞ
う

は
村む

ら

上か
み

の
助じ

ょ

手し
ゅ

と
し
て
測そ

く

地ち

に
従

じ
ゅ
う

事じ

し
て
い
た
が
、
文ぶ

ん

化か

２
（
１
８
０
５
）
年ね

ん

、
２
５
歳さ

い

の
お
り
に
現げ

ん

在ざ
い

の
北ほ

っ

方ぽ
う

領
り
ょ
う

土ど

で
あ
る
国く

な

後し
り

島と
う

か
ら
択え

と

捉ろ
ふ

島と
う

で
海か

い

岸が
ん

線せ
ん

の
地ち

図ず

を
作つ

く

り
、

道ど
う

路ろ

を
開ひ

ら

く
よ
う
に
と
の
幕ば

く

命め
い

を
受う

け
た
。

　

文ぶ
ん

化か

４
年ね

ん

４
月が

つ

、
林り

ん

蔵ぞ
う

が
択え

と

捉ろ
ふ

島と
う

に
移う

つ
っ
て
仕し

事ご
と

を
し
て
い

る
最さ

い

中ち
ゅ
うに
２
隻せ

き

の
ロ
シ
ア
軍ぐ

ん

艦か
ん

が
シ
ャ
ナ
湾わ

ん

の
会か

い

所し
ょ

を
襲お

そ
っ
た
。

文ぶ
ん

化か

元が
ん

年ね
ん

９
月が

つ

に
ロ
シ
ア
皇こ

う

帝て
い

の
命め

い

を
受う

け
て
長な

が

崎さ
き

港こ
う

に
入

に
ゅ
う

港こ
う

し
た
侍じ

従じ
ゅ
うレ
ザ
ノ
フ
は
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

易え
き

を
求も

と

め
て
６
ヶ
月げ

つ

も

待ま

た
さ
れ
た
が
、
す
げ
な
く
断こ

と
わ
ら
れ
た
た
め
、
怒お

こ
っ
て
武ぶ

力り
ょ
くで

威い

嚇か
く

し
よ
う
と
択え

と

捉ろ
ふ

島と
う

を
襲お

そ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

会か
い

所し
ょ

に
は
２
３
０
名め

い

も
の
兵へ

い

が
い
た
が
、
役や

く

人に
ん

た
ち
は
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
わ
ず
か
十

じ
ゅ
う

数す
う

名め
い

の
ロ
シ
ア
水す

い

兵へ
い

に
恐お

そ

れ
を
な
し
て
、
ろ

く
に
戦た

た
かい
も
せ
ず
に
、
退た

い

却き
ゃ
くし
て
し
ま
っ
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

は
抗こ

う

戦せ
ん

を

主し
ゅ

張ち
ょ
うし
た
が
、
上う

わ

役や
く

に
退た

い

却き
ゃ
くを
命め

い

ぜ
ら
れ
、
不ふ

本ほ
ん

意い

な
が
ら

従し
た
が
っ
た
。

　
ロ
シ
ア
艦か

ん

が
去さ

っ
た
後あ

と

、
林り

ん

蔵ぞ
う

も
会か

い

所し
ょ

の
役や

く

人に
ん

た
ち
と
と
も

に
、
江え

戸ど

に
送お

く

ら
れ
、
厳き

び

し
い
取と

り
調し

ら

べ
を
受う

け
た
。
江え

戸ど

市し

中ち
ゅ
うで
は
彼か

れ

ら
に
対た

い

す
る
憤

い
き
ど
おり
と
蔑さ

げ
すみ
が
強つ

よ

か
っ
た
。
幸さ

い
わい
に

も
林り

ん

蔵ぞ
う

は
抗こ

う

戦せ
ん

を
強つ

よ

く
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
、
ま
た
退た

い

却き
ゃ
く

後ご

も
密ひ

そ

か
に
現げ

ん

地ち

に
戻も

ど

っ
て
、
ロ
シ
ア
艦か

ん

の
動う

ご

き
を
探さ

ぐ

ろ
う
と
し
た
働は

た
ら
き
を
認み

と

め
ら
れ
、
唯た

だ

一ひ
と

人り

「
お
咎と

が

め
な
し
」
と
の
申も

う

し
渡わ

た

し
を
受う

け

た
。
他た

の
役や

く

人に
ん

た
ち
に
は
「
不ふ

届と
ど

き
の
至い

た

り
」
と
し
て
、
免め

ん

職し
ょ
く、
家い

え

屋や

敷し
き

没ぼ
っ

収し
ゅ
うな
ど
の
処し

ょ

罰ば
つ

が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

江え

戸ど

に
送お

く

ら
れ
る
前ま

え

に
林り

ん

蔵ぞ
う

は
函は

こ

館だ
て

の
奉ぶ

行ぎ
ょ
う

所し
ょ

に
、
ロ
シ

ア
へ
の
潜せ

ん

入に
ゅ
う

調ち
ょ
う

査さ

と
い
う
大だ

い

胆た
ん

な
上

じ
ょ
う

申し
ん

書し
ょ

を
提て

い

出し
ゅ
つし
て
い

た
。
敗は

い

走そ
う

者し
ゃ

と
い
う
汚お

名め
い

を
そ
そ
ぐ
た
め
に
も
、
北ほ

く

辺へ
ん

の
防ぼ

う

備び

強き
ょ
う

化か

と
い
う
国こ

く

益え
き

の
た
め
に
も
、
と
い
う
切せ

っ

羽ぱ

詰つ

ま
っ
た

気き

持も

ち
か
ら
書か

き
上あ

げ
た
も
の
だ
っ
た
。「
お
咎と

が

め
な
し
」
と

決け
っ

定て
い

し
た
後あ

と

、
こ
の
上

じ
ょ
う

申し
ん

書し
ょ

が
取と

り
上あ

げ
ら
れ
、
林り

ん

蔵ぞ
う

は
樺か

ら

太ふ
と

北ほ
く

部ぶ

の
探た

ん

検け
ん

を
命め

い

ぜ
ら
れ
た
。

　

当と
う

時じ

、
完か

ん

成せ
い

し
つ
つ
あ
っ
た
世せ

界か
い

地ち

図ず

で
樺か

ら

太ふ
と

は
唯ゆ

い

一い
つ

空く
う

白は
く

部ぶ

分ぶ
ん

と
し
て
残の

こ

っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
大た

い

陸り
く

の
東

ひ
が
し

韃だ
っ

靼た
ん

地ち

方ほ
う

に
つ

な
が
る
半は

ん

島と
う

だ
ろ
う
と
推す

い

定て
い

さ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
の
艦か

ん

隊た
い

が
そ
れ
ぞ
れ
樺か

ら

太ふ
と

の
西せ

い

岸が
ん

を
北ほ

く

上じ
ょ
うし
て

確か
く

認に
ん

し
よ
う
と
し
た
が
、
水す

い

深し
ん

が
数す

う

メ
ー
ト
ル
と
浅あ

さ

く
な
り
、

や
は
り
半は

ん

島と
う

だ
ろ
う
と
し
て
、
途と

中ち
ゅ
うで
引ひ

き
返か

え

し
て
い
た
。

　

林り
ん

蔵ぞ
う

は
、
宗そ

う

谷や

に
勤き

ん

務む

し
て
い
た
調

ち
ょ
う

役え
き

下し
た

役や
く

・
松ま

つ

田だ

伝で
ん

次じ

郎ろ
う

と
と
も
に
、樺か

ら

太ふ
と

に
渡わ

た
っ
た
。
冒ぼ

う

頭と
う

の
「
成せ

い

功こ
う

せ
ぬ
う
ち
は
、

帰か
え
っ
て
く
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ぬ
」
と
悲ひ

壮そ
う

な
言こ

と

葉ば

を
残の

こ

し

た
の
は
、
こ
の
時と

き

の
こ
と
で
あ
る
。

　

４
月が

つ

１
７
日に

ち

に
数す

う

人に
ん

の
ア
イ
ヌ
人じ

ん

を
案あ

ん

内な
い

役や
く

と
し
て
、
小こ

舟ぶ
ね

で
北ほ

く

上じ
ょ
うを
開か

い

始し

。
途と

中ち
ゅ
う、
弓ゆ

み

矢や

や
槍や

り

を
も
っ
た
住

じ
ゅ
う

民み
ん

に
危あ

や

う
く
殺こ

ろ

さ
れ
か
け
た
り
し
な
が
ら
、
６
月が

つ

２
１
日に

ち

に
は
対た

い

岸が
ん

に
ア
ム
ー
ル
河が

わ

（
黒こ

く

竜り
ゅ
う

江こ
う

）
河か

口こ
う

が
望の

ぞ

め
る
地ち

点て
ん

に
到と

う

達た
つ

し

た
。
そ
こ
か
ら
先さ

き

は
樺か

ら

太ふ
と

と
大た

い

陸り
く

と
の
間あ

い
だ
は
広ひ

ろ

が
っ
て
い
る
よ

う
で
、
ど
う
や
ら
樺か

ら

太ふ
と

は
島し

ま

の
よ
う
に
思お

も

わ
れ
た
。
海か

い

面め
ん

は

海か
い

草そ
う

に
覆お

お

わ
れ
、
小こ

舟ぶ
ね

で
は
そ
れ
以い

上じ
ょ
う

進す
す

め
な
く
な
っ
た
。

舟ふ
ね

を
こ
ぐ
ア
イ
ヌ
た
ち
は
「
恐お

そ

ろ
し
い
。
帰か

え

り
ま
し
ょ
う
」
と

震ふ
る

え
る
声こ

え

で
言い

っ
た
。

　

松ま
つ

田だ

も
こ
れ
で
ほ
ぼ
役や

く

目め

を
終お

え
た
と
し
て
、
帰き

投と
う

を
決け

つ

断だ
ん

し
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

は
不ふ

満ま
ん

だ
っ
た
が
、
年ね

ん

齢れ
い

も
役や

く

職し
ょ
くも
上う

え

の
松ま

つ

田だ

に
従し

た
が
う
し
か
な
か
っ
た
。
宗そ

う

谷や

に
戻も

ど
っ
た
林り

ん

蔵ぞ
う

は
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

を

作さ
く

成せ
い

す
る
と
、
た
だ
ち
に
再さ

い

調ち
ょ
う

査さ

の
許き

ょ

可か

を
求も

と

め
た
。
自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

な
ら
危き

険け
ん

を
冒お

か

し
て
も
、
さ
ら
に
奥お

く

地ち

に
行い

け
た
は
ず

だ
、
と
い
う
思お

も

い
が
強つ

よ

か
っ
た
。

　

７
月が

つ

１
３
日に

ち

、
宗そ

う

谷や

を
再さ

い

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
、
単た

ん

身し
ん

で
樺か

ら

太ふ
と

に
渡わ

た

っ

た
。
前ぜ

ん

回か
い

の
危き

険け
ん

な
探た

ん

検け
ん

の
有あ

り

様さ
ま

が
伝つ

た

わ
っ
て
お
り
、
案あ

ん

内な
い

人に
ん

に
応お

う

じ
て
く
れ
る
ア
イ
ヌ
を
探さ

が

す
の
に
苦く

労ろ
う

し
た
。
な
ん
と

か
６
人に

ん

の
ア
イ
ヌ
を
雇や

と
いい
入い

れ
て
、
前ぜ

ん

回か
い

よ
り
も
や
や
大お

お

き
い

舟ふ
ね

で
８
月が

つ

２
５
日に

ち

に
北ほ

く

上じ
ょ
うを
始は

じ

め
た
。

　

９
月が

つ

３
日か

、
４
０
０
キ
ロ
ほ
ど
も
北き

た

の
ト
ッ
シ
ョ
カ
ウ
と
い

う
土と

地ち

に
つ
い
た
が
、
途と

中ち
ゅ
うで
山さ

ん

丹た
ん

人じ
ん

に
食

し
ょ
く

料り
ょ
うを
奪う

ば

わ
れ
、
ま

た
寒さ

む

気け

が
厳き

び

し
く
な
っ
て
、
海う

み

が
凍と

う

結け
つ

す
れ
ば
魚さ

か
な
も
と
れ
な
く

な
る
。
ア
イ
ヌ
た
ち
も
「
南み

な
みに
帰か

え

り
た
い
」
と
言い

い
出だ

し
た
。

や
む
な
く
林り

ん

蔵ぞ
う

は
引ひ

き
返か

え

す
こ
と
を
決け

つ

断だ
ん

し
た
。
途と

中ち
ゅ
うま
で

舟ふ
ね

で
南な

ん

下か

し
た
が
、
海う

み

が
荒あ

れ
て
い
た
の
で
、
１
ヶ
月げ

つ

以い

上じ
ょ
うか

け
て
氷

ひ
ょ
う

雪せ
つ

に
覆お

お

わ
れ
た
陸り

く

路ろ

を
２
０
０
キ
ロ
も
南な

ん

下か

し
、
樺か

ら

太ふ
と

南な
ん

部ぶ

の
ト
ン
ナ
イ
に
戻も

ど
っ
た
。
途と

中ち
ゅ
う、
吹ふ

雪ぶ
き

に
な
る
と
雪せ

つ

洞ど
う

を
作つ

く

り
、
天て

ん

候こ
う

の
回か

い

復ふ
く

を
何な

ん

日に
ち

も
待ま

っ
た
。

　

ト
ン
ナ
イ
で
年と

し

を
越こ

し
て
１
月が

つ

２
９
日に

ち

、
林り

ん

蔵ぞ
う

は
再ふ

た
た
び
、

渋し
ぶ

る
ア
イ
ヌ
た
ち
を
説せ

っ

得と
く

し
て
、
北き

た

に
向む

か
っ
た
。
今こ

ん

度ど

は
凍と

う

結け
つ

し
た
海う

み

の
上う

え

を
歩あ

る

い
て
い
く
。
４
月が

つ

９
日か

、
ノ
テ
ト
と
い
う

地ち

に
着つ

い
た
。
最さ

い

南な
ん

端た
ん

の
白し

ら

主ぬ
し

か
ら
は
５
０
０
キ
ロ
以い

上じ
ょ
うも

北き
た

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
６
０
人に

ん

ほ
ど
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人じ

ん

と
二ふ

た

人り

の
ア
イ
ヌ
人じ

ん

男だ
ん

女じ
ょ

が
住す

む
集

し
ゅ
う

落ら
く

が
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
人じ

ん

が
通つ

う

訳や
く

を
し
て
く
れ
て
、
酋

し
ゅ
う

長ち
ょ
うの
コ
ー
ニ
が
大た

い

陸り
く

に
あ
る
清し

ん

国こ
く

領り
ょ
うの
役や

く

所し
ょ

か
ら
カ
ー
シ
ン
タ
（
郷ご

う

長ち
ょ
う）
と
い
う
役や

く

人に
ん

の
資し

格か
く

を
与あ

た

え
ら

れ
て
い
る
事こ

と

を
知し

っ
た
。

　
コ
ー
ニ
は
山さ

ん

丹た
ん

人じ
ん

の
作つ

く
っ
た
舟ふ

ね

を
貸か

し
て
く
れ
た
。
そ
こ
か

ら
先さ

き

は
波な

み

も
荒あ

ら

く
潮し

お

の
流な

が

れ
も
急き

ゅ
うな
の
で
、
山さ

ん

丹た
ん

舟ぶ
ね

で
な
け
れ

ば
進す

す

め
な
い
と
い
う
。
５
月が

つ

８
日か

、よ
う
や
く
流

り
ゅ
う

氷ひ
ょ
うが
去さ

っ
て
、

ノ
テ
ト
を
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

。
海う

み

は
次し

第だ
い

に
狭せ

ま

く
な
り
、
対た

い

岸が
ん

の
雪ゆ

き

に
覆お

お

わ
れ
た
大た

い

陸り
く

の
丘お

か

の
連つ

ら

な
り
が
間ま

近ぢ
か

に
白し

ろ

く
輝か

が
やい
て
い
る
。
さ

ら
に
進す

す

む
と
、
海う

み

が
少す

こ

し
づ
つ
広ひ

ろ

が
り
、
大た

い

陸り
く

側が
わ

に
大お

お

き
な
河か

口こ
う

が
見み

え
た
。
ア
ム
ー
ル
河が

わ

で
あ
る
。

　

２
日か

後ご

、
ノ
テ
ト
か
ら
１
１
０
キ
ロ
北き

た

の
ナ
ニ
オ
ー
と
い
う

地ち

に
着つ

い
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人じ

ん

が
数す

う

家か

族ぞ
く

住す

ん
で
い
る
。
コ
ー

ニ
が
つ
け
て
く
れ
た
通つ

う

訳や
く

を
介か

い

し
て
聞き

い
て
み
る
と
、
こ
の
地ち

の
北き

た

は
荒あ

ら

海う
み

し
か
な
い
、
と
い
う
。
確た

し

か
に
ア
ム
ー
ル
河が

わ

の
河か

口こ
う

を
過す

ぎ
る
と
、
潮

ち
ょ
う

流り
ゅ
うは
二に

分ぶ
ん

し
、
北き

た

に
も
流な

が

れ
て
い
た
。
こ

れ
は
北き

た

側が
わ

が
半は

ん

島と
う

で
遮さ

え
ぎ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
広ひ

ろ

い
海う

み

が

開ひ
ら

け
て
い
る
こ
と
を
示し

め

し
て
い
る
。

　

歓よ
ろ
こ
び
が
胸む

ね

に
あ
ふ
れ
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

は
世せ

界か
い

で
初は

じ

め
て
、
樺か

ら

太ふ
と

が
島し

ま

で
あ
る
こ
と
を
確か

く

認に
ん

し
た
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
一い

ち

歩ほ

進す
す

め

て
、
舟ふ

ね

で
樺か

ら

太ふ
と

の
北ほ

く

端た
ん

を
回ま

わ

り
、
東

ひ
が
し

海か
い

岸が
ん

を
南な

ん

下か

し
て
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

地ち

に
戻も

ど

り
た
か
っ
た
。し
か
し
、ギ
リ
ヤ
ー
ク
人じ

ん

は
こ
う
言い

っ
た
。

　

海う
み

は
絶た

え
ず
怒い

か

り
、
波な

み

が
さ
か
ま
い
て
い
る
。
舟ふ

ね

な
ど
出だ

せ

ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
く
つ
が
え
り
、
砕く

だ

け
散ち

っ
て
し
ま
う
。

　

丘お
か

に
登の

ぼ

っ
て
北ほ

っ

方ぽ
う

を
見み

渡わ
た

す
と
、
広ひ

ろ

い
海う

み

に
は
一い

ち

面め
ん

に
白し

ら

波な
み

が
湧わ

い
て
、
怒ど

濤と
う

が
荒あ

れ
狂く

る

っ
て
い
る
。
た
と
え
山さ

ん

丹た
ん

舟ぶ
ね

で
も

ひ
と
た
ま
り
も
な
い
だ
ろ
う
。
林り

ん

蔵ぞ
う

は
あ
き
ら
め
て
ノ
テ
ト
に

戻も
ど
っ
た
。
酋

し
ゅ
う

長ち
ょ
うの
コ
ー
ニ
は
、「
よ
く
そ
ん
な
所と

こ
ろ
ま
で
行い

っ
た
な
」

と
驚お

ど
ろ
き
の
声こ

え

を
あ
げ
た
。

　

樺か
ら

太ふ
と

が
島し

ま

で
あ
る
こ
と
は
確か

く

認に
ん

で
き
た
が
、
林り

ん

蔵ぞ
う

は
さ
ら
に

こ
の
地ち

が
ど
の
よ
う
に
清し

ん

国こ
く

に
支し

配は
い

さ
れ
て
い
る
の
か
を
知し

り

た
い
と
思お

も

っ
た
。
北ほ

く

辺へ
ん

の
防ぼ

う

備び

を
固か

た

め
る
に
は
、
こ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が

ぜ
ひ
と
も
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
そ
こ
で
コ
ー
ニ
酋

し
ゅ
う

長ち
ょ
うに
し
ば
ら
く
村む

ら

に
滞た

い

在ざ
い

さ
せ
て
く
れ
と
頼た

の

ん
だ
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

ロ
シ
ア
艦か

ん

来ら
い

襲し
ゅ
う

時じ

の
敗は

い

走そ
う

者し
ゃ

と
の
汚お

名め
い

を
そ
そ
ぐ
べ
く
、

            

林り
ん

蔵ぞ
う

は
命い

の
ち

を
か
け
た
樺か

ら

太ふ
と

探た
ん

検け
ん

に
乗の

り
出だ

し
た
。

（３） ２０１９年第５２４４号 	 ５月	１８日	（土曜日）

　

林り
ん

蔵ぞ
う

は
釣つ

り
や
薪

た
き
ぎ

作づ
く

り
を
手て

伝つ
だ

っ
て
、
コ
ー
ニ
か
ら
食

し
ょ
く

料
り
ょ
う

を
分わ

け
て
貰も

ら
っ
た
。
同ど

う

時じ

に
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語ご

を
学ま

な

ん
で
、
コ
ー

ニ
か
ら
こ
の
地ち

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
い
ろ
い
ろ
聞き

き
出だ

し
た
。
海う

み

を
隔へ

だ

て

た
東

ひ
が
し

韃だ
っ

靼た
ん

の
デ
レ
ン
と
い
う
地ち

に
清し

ん

国こ
く

の
出

し
ゅ
っ

張ち
ょ
う

役や
く

所し
ょ

が
あ
り
、

コ
ー
ニ
も
村む

ら

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

と
し
て
定て

い

期き

的て
き

に
貢み

つ

ぎ
物も

の

を
持も

っ
て

行い

っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
地ち

に
は
山さ

ん

丹た
ん

人じ
ん

、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人じ

ん

、

オ
ロ
ッ
コ
人に

ん

な
ど
多お

お

く
の
種し

ゅ

族ぞ
く

が
混こ

ん

住じ
ゅ
うし
て
お
り
、
す
べ
て
清し

ん

国こ
く

の
支し

配は
い

下か

に
あ
る
由よ

し

。

　

林り
ん

蔵ぞ
う

は
、
清し

ん

国こ
く

と
ロ
シ
ア
の
国こ

っ

境き
ょ
うが
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

調し
ら

べ
た
い
と
思お

も

い
、
コ
ー
ニ
に
一い

っ

緒し
ょ

に
大た

い

陸り
く

に
連つ

れ
て
行い

っ
て
く

れ
、
と
頼た

の

ん
だ
。
コ
ー
ニ
は
、
林り

ん

蔵ぞ
う

の
顔か

お

か
ら
す
ぐ
に
異い

国こ
く

人じ
ん

と
判わ

か

り
、
粗そ

暴ぼ
う

な
山さ

ん

丹た
ん

人じ
ん

に
必か

な
ら
ず
殺こ

ろ

さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
、
と
断

こ
と
わ
っ
た
。
し
か
し
林り

ん

蔵ぞ
う

は
言い

っ
た
。

　
あ
な
た
の
好こ

う

意い

を
嬉う

れ

し
く
思お

も

う
。
し
か
し
、
私わ

た
しは
、
死し

を

覚か
く

悟ご

し
て
い
る
身み

だ
。
あ
な
た
の
言い

わ
れ
る
と
お
り
、
東

ひ
が
し

韃だ
っ

靼た
ん

へ
入は

い

れ
ば
殺こ

ろ

さ
れ
る
か
も
知し

れ
な
い
が
、
私わ

た
しは
悔く

い
ぬ
。
ぜ
ひ
、

私わ
た
しを
連つ

れ
て
行い

っ
て
欲ほ

し
い
。

　
コ
ー
ニ
は
無む

言ご
ん

で
林り

ん

蔵ぞ
う

を
見み

つ
め
、
長な

が

い
沈ち

ん

黙も
く

が
続つ

づ

い
た
。

そ
れ
か
ら
息い

き

を
つ
く
よ
う
に
言い

っ
た
。「
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
言い

う
な
ら
、
連つ

れ
て
行い

こ
う
」

　

６
月が

つ

２
６
日に

ち

、
１
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山さ

ん

丹た
ん

舟ぶ
ね

に
コ
ー
ニ

と
林り

ん

蔵ぞ
う

を
含ふ

く

め
て
８
人に

ん

が
乗の

り
込こ

み
、
貢み

つ

ぎ
物も

の

や
交こ

う

易え
き

品ひ
ん

を

積つ

ん
で
、
東

ひ
が
し

韃だ
っ

靼た
ん

に
向む

か
っ
た
。
６
月が

つ

な
の
に
風か

ぜ

が
驚お

ど
ろ
く
ほ

ど
冷つ

め

た
く
、
濃の

う

霧む

が
立た

ち
こ
め
て
、
衣い

服ふ
く

が
濡ぬ

れ
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

は
持じ

参さ
ん

し
た
羅ら

針し
ん

で
西に

し

を
示し

め

し
た
。
１
４
キ
ロ
ほ
ど
進す

す

む
と
、

よ
う
や
く
霧き

り

の
中な

か

に
陸り

く

影え
い

が
現あ

ら
われ
た
。
コ
ー
ニ
が
「
東

ひ
が
し

韃だ
っ

靼た
ん

の

モ
ト
マ
ル
岬み

さ
き
だ
」
と
言い

っ
た
。

　

近ち
か

く
の
湾わ

ん

に
舟ふ

ね

を
着つ

け
、
そ
こ
か
ら
舟ふ

ね

を
か
つ
い
で
２
キ
ロ

ほ
ど
の
山や

ま

を
越こ

え
る
と
、
ア
ム
ー
ル
河が

わ

に
出で

る
。
そ
こ
か
ら
数す

う

十じ
ゅ
っキ
ロ
も
河か

わ

を
遡

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
よ
う
や
く
デ
レ
ン
に
着つ

い
た
。
そ
こ

に
は
無む

数す
う

の
小こ

屋や

に
囲か

こ

ま
れ
て
、
巨き

ょ

大だ
い

な
柵さ

く

の
中な

か

に
奇き

異い

な

建た
て

物も
の

が
建た

っ
て
い
た
。「
清し

ん

国こ
く

の
出

し
ゅ
っ

張ち
ょ
う

役や
く

所し
ょ

だ
」
と
コ
ー
ニ
が

教お
し

え
て
く
れ
た
。
荒こ

う

涼り
ょ
うと
し
た
大た

い

陸り
く

に
突と

つ

如じ
ょ

出し
ゅ
つ

現げ
ん

し
た
大だ

い

集
し
ゅ
う

落ら
く

に
林り

ん

蔵ぞ
う

は
夢ゆ

め

を
見み

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
コ
ー
ニ
と
と
も
に
建た

て

物も
の

の
中な

か

に
入は

い

る
と
、
絵え

で
見み

た
清し

ん

国こ
く

人じ
ん

と
同お

な

じ
服ふ

く

装そ
う

を
し
た
役や

く

人に
ん

た
ち
が
い
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

が
日に

本ほ
ん

か
ら

来き

た
と
言い

い
、漢か

ん

字じ

を
書か

い
て
見み

せ
る
と
役や

く

人に
ん

た
ち
は
驚お

ど
ろい
た
。

清し
ん

国こ
く

以い

外が
い

の
野や

蛮ば
ん

人じ
ん

が
文も

字じ

の
読よ

み
書か

き
が
で
き
る
と
は
信し

ん

じ
ら
れ
な
い
ふ
う
だ
っ
た
。「
日に

本ほ
ん

は
ど
の
地ち

で
清し

ん

国こ
く

に
貢み

つ

ぎ

物も
の

を
し
て
い
る
の
か
」
と
聞き

か
れ
て
、「
貢み

つ

ぎ
物も

の

は
し
て
い
な
い
。

長な
が

崎さ
き

の
地ち

で
貿ぼ

う

易え
き

を
し
て
い
る
だ
け
だ
」
と
答こ

た

え
る
と
、
さ
ら

に
疑う

た
が
わ
し
そ
う
に
首く

び

を
か
し
げ
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

が
「
ロ
シ
ア
と
の
国こ

っ

境き
ょ
うは
ど
こ
か
」
と
尋た

ず

ね
る
と
、「
国こ

っ

境き
ょ
うな
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。

ロ
シ
ア
は
清し

ん

国こ
く

の
属ぞ

っ

国こ
く

だ
」
と
答こ

た

え
た
。

　

し
ば
ら
く
デ
レ
ン
の
地ち

に
留と

ど

ま
っ
て
い
る
間あ

い
だ
に
林り

ん

蔵ぞ
う

は
周

し
ゅ
う

囲い

か
ら
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
聞き

き
出だ

し
た
。
清し

ん

国こ
く

は
こ
の
地ち

に
大た

い

軍ぐ
ん

を
出だ

し
て
各か

く

種し
ゅ

族ぞ
く

を
降こ

う

伏ふ
く

さ
せ
、
支し

配は
い

し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
が

進し
ん

出し
ゅ
つし
て
攻こ

う

防ぼ
う

を
繰く

り
返か

え

し
た
。
結け

っ

局き
ょ
くロ
シ
ア
は
敗は

い

退た
い

し
、

１
６
８
９
年ね

ん

に
結む

す

ば
れ
た
条

じ
ょ
う

約や
く

で
こ
の
地ち

方ほ
う

か
ら
完か

ん

全ぜ
ん

に
手て

を
引ひ

い
た
と
い
う
。
１
２
０
年ね

ん

前ま
え

の
事こ

と

で
あ
っ
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

は
デ

レ
ン
で
二に

度ど

ほ
ど
山さ

ん

丹た
ん

人じ
ん

に
取と

り
囲か

こ

ま
れ
て
暴ぼ

う

行こ
う

さ
れ
か
か
っ

た
が
、
危あ

や

う
い
所と

こ
ろを
コ
ー
ニ
た
ち
に
救す

く

わ
れ
た
。

　

貢み
つ

ぎ
物も

の

と
交こ

う

易え
き

が
終お

わ
る
と
、
林り

ん

蔵ぞ
う

の
提て

い

案あ
ん

で
ア
ム
ー
ル

河が
わ

を
舟ふ

ね

で
下く

だ

っ
て
河か

口こ
う

ま
で
帰か

え

る
こ
と
と
し
た
。
数す

う

日じ
つ

か
け
て

河か
わ

を
下く

だ

り
、
河か

口こ
う

に
到と

う

着ち
ゃ
くす
る
と
樺か

ら

太ふ
と

の
北ほ

く

端た
ん

が
見み

え
、
そ

の
先さ

き

に
は
果は

て
し
な
い
海う

み

が
広ひ

ろ

が
っ
て
い
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

は
樺か

ら

太ふ
と

が

島し
ま

で
あ
る
こ
と
を
自じ

分ぶ
ん

の
目め

で
確か

く

認に
ん

し
た
の
だ
っ
た
。
８
月が

つ

８

日か

に
ノ
テ
ト
に
帰か

え

り
着つ

い
た
。
３
日か

後ご

に
遊ゆ

う

猟り
ょ
うで
南な

ん

下か

す
る
ギ

リ
ヤ
ー
ク
人じ

ん

の
舟ふ

ね

に
載の

せ
て
も
ら
い
、
９
月が

つ

１
５
日に

ち

、
樺か

ら

太ふ
と

最さ
い

南な
ん

端た
ん

の
白し

ら

主ぬ
し

の
会か

い

所し
ょ

に
帰き

着ち
ゃ
く。再さ
い

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
て
か
ら
１
年ね

ん

２
ヶ

月げ
つ

が
経た

っ
て
い
た
。

　

林り
ん

蔵ぞ
う

は
松ま

つ

前ま
え

に
戻も

ど

っ
て
か
ら
、
旅り

ょ

行こ
う

中ち
ゅ
うの
日に

っ

記き

、
野や

帳ち
ょ
うを

も
と
に
紀き

行こ
う

文ぶ
ん

「
東と

う

韃だ
つ

地ち

方ほ
う

紀き

行こ
う

」、
お
よ
び
樺か

ら

太ふ
と

の
地ち

誌し

「
北ほ

く

夷い

分ぶ
ん

界か
い

余よ

話わ

」
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
樺か

ら

太ふ
と

と
東

ひ
が
し

韃だ
っ

靼た
ん

の
地ち

図ず

「
北き

た

蝦え

夷ぞ

島じ
ま

図ず

」
を
作さ

く

成せ
い

し
た
。
地ち

図ず

は
詳

し
ょ
う

細さ
い

を
き
わ
め
、

つ
な
ぎ
合あ

わ
せ
る
と
縦た

て

６
尺し

ゃ
く
（
１
．
８
メ
ー
ト
ル
）、
横よ

こ

２
．

７
尺し

ゃ
く（
０
．８
メ
ー
ト
ル
）に
及お

よ

ん
だ
。翌よ

く

文ぶ
ん

化か

７（
１
８
１
０
）

年ね
ん

１
１
月が

つ

、
幕ば

く

府ふ

へ
の
報ほ

う

告こ
く

の
た
め
、
林り

ん

蔵ぞ
う

は
江え

戸ど

に
の
ぼ
っ

た
。

　

単た
ん

身し
ん

で
樺か

ら

太ふ
と

北ほ
く

部ぶ

か
ら
東

ひ
が
し

韃だ
っ

靼た
ん

ま
で
探た

ん

検け
ん

を
し
た
と
い
う

話は
な
しは
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
大お

お

き
な
話わ

題だ
い

に
な
っ
て
お
り
、
江え

戸ど

ま
で

の
各か

く

地ち

で
藩は

ん

士し

や
商

し
ょ
う

人に
ん

た
ち
に
も
て
な
し
を
受う

け
、
宿や

ど

を
提て

い

供き
ょ
うさ
れ
る
こ
と
も
多お

お

か
っ
た
。
林り

ん

蔵ぞ
う

が
提て

い

出し
ゅ
つし
た
地ち

図ず

と
紀き

行こ
う

文ぶ
ん

は
、
幕ば

く

府ふ

の
老ろ

う

中じ
ゅ
うた
ち
の
間あ

い
だで
も
大だ

い

評ひ
ょ
う

判ば
ん

で
あ
っ
た
。
厳き

び

１
．
樺か

ら

太ふ
と

へ

幕ば
く

末ま
つ

名め
い

外が
い

交こ
う

官か
ん

の
激げ

き

突と
つ 

通つ
う

商
し
ょ
う

と
国こ

っ

境き
ょ
う

策さ
く

定て
い

の
問も

ん

題だ
い

を
激は

げ

し

く
論ろ

ん

じ
合あ

う
二ふ

た

人り

の
間あ

い
だに
ひ
そ

か
な
共

き
ょ
う

感か
ん

が
芽め

生ば

え
て
い
っ
た
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
吉よ

し

村む
ら

昭あ
き
ら、「
間ま

宮み
や

林り
ん

蔵ぞ
う

」

★
★
★
、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｓ

６
２

（
２
）
吉よ

し

村む
ら

昭あ
き
ら、「
落ら

く

日じ
つ

の
宴う

た
げ　

勘か
ん

定じ
ょ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

川か
わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
ら」
★
★

★
、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
１

た
。

　

林り
ん

蔵ぞ
う

の
探た

ん

検け
ん

は
わ
が
国く

に

の
国こ

く

益え
き

に
も
寄き

与よ

を
な
し
た
。

４
０
余よ

年ね
ん

後ご

の
嘉か

永え
い

６
（
１
８
５
３
）
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
ロ
シ
ア

使し

節せ
つ

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
勘か

ん

定じ
ょ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
う・
川か

わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
らに
よ
る
日に

ち

露ろ

国こ
っ

境き
ょ
う

策さ
く

定て
い

交こ
う

渉し
ょ
うに
お
い
て
、
ロ
シ
ア
側が

わ

は
樺か

ら

太ふ
と

が
ロ
シ
ア
領り

ょ
う
だ

と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。
川か

わ

路じ

が
、
林り

ん

蔵ぞ
う

が
樺か

ら

太ふ
と

で
は
た
だ
の
一ひ

と

人り

も
ロ

シ
ア
人じ

ん

を
見み

か
け
な
か
っ
た
と
い
う
事じ

実じ
つ

を
も
っ
て
反は

ん

論ろ
ん

す
る

と
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
お
お
い
に
狼ろ

う

狽ば
い

し
た
。
結け

っ

局き
ょ
く、
国こ

っ

境
き
ょ
う

交こ
う

渉し
ょ
うは
、
樺か

ら

太ふ
と

の
国こ

っ

境き
ょ
うは
こ
れ
ま
で
通と

お

り
定さ

だ

め
な
い
が
、
嘉か

永え
い

５
（
１
８
５
２
）
年ね

ん

ま
で
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
蝦え

夷ぞ

ア
イ
ヌ
人じ

ん

が
居き

ょ

住じ
ゅ
うし
た
土と

地ち

は
日に

本ほ
ん

領り
ょ
うと
す
る
、
と
い
う
実じ

っ

質し
つ

的て
き

に
は
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うで
決け

っ

着ち
ゃ
くし
た
の
で
あ
る
。［
２
，
Ｐ
２
３
１
］［
Ａ
］　

                                             （
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
２
９
３
）　

川か
わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
らと
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
～　

２
．
蝦え

夷ぞ

で
生い

き
る
に
は

３
．
ロ
シ
ア
来ら

い

襲し
ゅ
う

４
．
樺か

ら

太ふ
と

は
半は

ん

島と
う

か
？

５
．
ア
ム
ー
ル
河が

わ

を
望の

ぞ

む

７
．「
大た

い

陸り
く

に
連つ

れ
て
行い

っ
て
く
れ
」

６
．
こ
の
地ち

の
北き

た

は
荒あ

ら

海う
み

し
か
な
い

８
．
突と

つ

如じ
ょ

出し
ゅ
つ

現げ
ん

し
た
大だ

い

集し
ゅ
う

落ら
く

し
い
旅た

び

で
健け

ん

康こ
う

を
害が

い

し
て
い

た
た
め
、
林り

ん

蔵ぞ
う

が
お
役や

く

御ご

免め
ん

を
願ね

が

い
出で

る
と
、
加か

増ぞ
う

の
上う

え

、

生し
ょ
う

涯が
い

、
特と

く

定て
い

の
仕し

事ご
と

を
し

な
く
と
も
良よ

い
と
の
沙さ

汰た

が

あ
っ
た
。
３
年ね

ん

前ま
え

に
江え

戸ど

に

の
ぼ
っ
た
際さ

い

に
は
、
林り

ん

蔵ぞ
う

は
ロ

シ
ア
艦か

ん

来ら
い

襲し
ゅ
う

時じ

の
敗は

い

走そ
う

者し
ゃ

と

い
う
汚お

名め
い

を
着き

せ
ら
れ
て
い

た
。
今こ

ん

回か
い

は
そ
の
時と

き

と
は
う
っ

て
変か

わ
っ
て
、
輝か

が
や
か
し
い
栄え

い

光こ
う

に
包つ

つ

ま
れ
て
い
る
の
を
感か

ん

じ
た
。

　

林り
ん

蔵ぞ
う

の
樺か

ら

太ふ
と

探た
ん

検け
ん

は
、

１
８
３
２
年ね

ん

に
シ
ー
ボ
ル
ト

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
」

の
第だ

い

一い
っ

巻か
ん

で
欧お

う

米べ
い

社し
ゃ

会か
い

に
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は

林り
ん

蔵ぞ
う

が
樺か

ら

太ふ
と

が
島し

ま

で
あ
る
こ

と
を
発は

っ

見け
ん

し
た
世せ

界か
い

最さ
い

初し
ょ

の

人じ
ん

物ぶ
つ

で
あ
る
と
記し

る

し
、
そ
の

証し
ょ
う

拠こ

に
日に

本ほ
ん

滞た
い

在ざ
い

中ち
ゅ
うに
入

に
ゅ
う

手し
ゅ

し
た
林り

ん

蔵ぞ
う

の
地ち

図ず

を
挿そ

う

入に
ゅ
うし

た
。
さ
ら
に
東

ひ
が
し

韃だ
っ

靼た
ん

と
樺か

ら

太ふ
と

の
間あ

い
だの
海か

い

峡き
ょ
うを
、
間ま

宮み
や

海か
い

峡
き
ょ
う

と
名な

付づ

け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

林り
ん

蔵ぞ
う

の
発は

っ

見け
ん

が
世せ

界か
い

地ち

図ず

の

上う
え

に
永え

い

久き
ゅ
うに
残の

こ

る
こ
と
に
な
っ

９
．
輝か

が
や
か
し
い
栄え

い

光こ
う
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Proibição à Huawei causa 
queda na Bolsa de Tóquio

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Economia (16/05/2019)

As ações fecharam em 
baixa na Bolsa de Valores 
de Tóquio, diante da pre-
ocupação de investidores 
com o potencial impacto da 
proibição por Washington 
da venda de componentes 
eletrônicos americanos 
para a empresa Huawei. 
Muitos temem que a medi-
da venha a agravar o clima 

de tensão entre os Estados 
Unidos e a China.
O índice referencial Ni-
kkei encerrou o pregão em 
21.062 pontos, com baixa 
de 125 pontos — o equiva-
lente a 0,6%.
Houve queda acentuada 
dos papéis de várias fabri-
cantes de semicondutores, 
algumas das quais tidas 

como parceiras de negó-
cios da Huawei.
Também houve forte bai-
xa em papéis de empresas 
com grande comprometi-
mento com a China. En-
tre elas estão fabricantes 
de robôs industriais, in-
dústrias de maquinário da 
construção civil e a gigante 
de cosméticos Shiseido.

No mercado de câmbio de 
Tóquio, o dólar encerrou a 
quinta-feira em baixa fren-
te ao iene.
Às 17 horas, na capital 
japonesa, a moeda ame-
ricana foi negociada en-
tre 109,45 ienes e 109,46 
ienes, com recuo de 0,05 
iene em relação à cotação 
de quarta-feira.

Seguro de saúde público japonês passa 
a cobrir novo tratamento contra câncer

Seguro de saúde público  (15/05/2019)

Um painel do ministé-
rio da Saúde, Trabalho e 
Bem-Estar Social do Japão 
decidiu aceitar a cobertu-
ra de um novo tratamento 
para o câncer pelo sistema 
de seguro de saúde público 
japonês.
Na quarta-feira, o pai-
nel também especificou o 
preço do tratamento, co-
nhecido como Kymriah. 

Ele custa cerca de 305 mil 
dólares, se tornando o mais 
caro tratamento coberto 
pelo seguro de saúde pú-
blico.
O Kymriah é usado no tra-
tamento da leucemia e de 
outros tipos de câncer no 
sangue. Vendido pela gi-
gante farmacêutica Novar-
tis, da Suíça, ele foi apro-
vado no Japão em março. 

Saikawa irá permanecer como 
presidente da Nissan

Seven-Eleven quer incentivar 
consumidores a diminuir 
desperdício de comida

Nissan (17/05/2019)

Seven-Eleven (17/05/2019)

O presidente da Nissan 
Motor irá permanecer no 
seu cargo sob um novo 
plano para remanejar a ad-
ministração da montadora 
afetada por escândalo.
A empresa decidiu revisar 
e reestruturar sua adminis-
tração devido a uma série 
de alegações de irregula-
ridades financeiras envol-
vendo seu ex-presidente do 
conselho de administração, 
Carlos Ghosn.
Com a permanência de 
Hiroto Saikawa na pre-
sidência, a atenção está 
voltada agora a como ele 
irá esclarecer sua respon-
sabilidade pelo escândalo 
e pela queda acentuada nos 
resultados dos negócios da 
Nissan.
Jean-Dominique Senard irá 
permanecer como mem-
bro do conselho. Ele é o 
presidente do conselho de 
administração da Renault, 

Uma das maiores opera-
doras de lojas de conveni-
ência do Japão afirmou que 
vai lançar um novo progra-
ma de fidelidade no segun-
do semestre deste ano, com 
o objetivo de combater o 
problema do desperdício 
de comida que acomete 
toda a indústria do ramo.
A Seven-Eleven Japan in-
formou que vai encorajar 
seus clientes a comprar 
comida com a data de va-
lidade próxima, recompen-
sando-os com pontos que 
podem ser trocados por ou-
tras mercadorias.
O programa vai incluir 
itens que têm uma vida 
curta nas prateleiras, como 
por exemplo, marmitas de 
almoço e pães. Esses itens 
serão incluídos automati-
camente, 5 horas antes de 
estarem prontos para serem 
retirados das prateleiras.
Executivos da Seven-Ele-

aliada e principal acionista 
da Nissan.
O CEO da Renault, Thier-
ry Bolloré, será indicado 
para o conselho da Nissan.
O número de membros do 
conselho de administração 
será aumentado dos atuais 
8 para 11. Haverá 6 inte-
grantes externos, totali-
zando mais da metade dos 
membros.
A Renault vem pressio-
nando para uma fusão das 
duas empresas, apesar das 
objeções por parte de exe-
cutivos da Nissan.
Com dois representantes 
da montadora francesa no 
conselho da Nissan, resta 
saber como será resolvida 
esta divergência.
Propostas sobre o plano de 
reforma da administração 
da Nissan haviam sido ofe-
recidas por um comitê in-
terino, que inclui diretores 
externos.

ven afirmam que têm o ob-
jetivo de cortar o custo de 
jogar comida fora e ajudar 
as lojas que estão passando 
por dificuldades financei-
ras devido ao aumento dos 
custos trabalhistas.
Mais de 20 mil lojas em 
todo o país vão participar 
do programa de pontos.
O Ministro da Indústria 
Hiroshige Seko declarou 
estar ciente de que a Se-
ven-Eleven Japan tem o 
objetivo de aumentar suas 
vendas e lucros ao mes-
mo tempo em que reduz 
a quantidade de comida 
que é jogada fora. Afirmou 
também que combater o 
problema do desperdício 
de comida é importante 
para a sociedade.
A operadora rival, Law-
son, informou que planeja 
tentar adotar um sistema 
parecido em algumas de 
suas lojas a partir de junho.

Trata-se do primeiro trata-
mento de câncer envolven-
do terapia celular CAR-T 
no país.
O tratamento é feito pela 
extração de células T do 
próprio sistema imunoló-
gico do paciente. Elas são 
então geneticamente re-
programadas para aumen-
tar seu poder de combate 
ao câncer, sendo reinseri-

das no corpo do paciente.
Chegando à conclusão de 
que o Kymriah já foi apro-
vado nos Estados Unidos e 
na Europa, com relatos de 
grande eficácia nos testes 
clínicos, o painel decidiu 
começar a cobertura pelo 
sistema público de saúde 
na quarta-feira da semana 
que vem.

EUA não devem pedir que Japão 
limite exportações de automóveis

Componentes de novo supercomputador 
japonês são revelados

EUA (17/05/2019)

Supercomputador  (15/05/2019)

O ministro japonês en-
carregado das negociações 
comerciais afirmou que os 
Estados Unidos não vão pe-
dir que o Japão limite suas 
exportações de peças e au-

Pesquisadores japoneses 
revelaram os principais 
componentes de um super-
computador de última gera-
ção que será um dos mais 
rápidos do mundo.
O instituto de pesquisa Ri-
ken e a fabricante de eletrô-
nicos Fujitsu têm trabalha-

tomóveis ao país.
Diversas reportagens da 
imprensa americana di-
vulgaram que o governo 
Trump deve pedir que o Ja-
pão e a União Europeia li-

do em um projeto nacional 
para a sucessão do super-
computador K. Eles estão 
construindo a máquina des-
de março.
Na terça-feira, foram reve-
ladas a imprensa sua unida-
de central de processamen-
to, o CPU, e a placa-mãe 

mitem suas exportações no 
ramo de automóveis como 
contrapartida ao adiamento 
de novas tarifas.
Toshimitsu Motegi decla-
rou, nesta sexta-feira, que o 
Japão é contra medidas que 
impeçam o mercado livre 
e justo, e que tem repetido 

que conecta CPUs durante 
seu resfriamento.
Eles dizem que o novo su-
percomputador terá CPUs 
que podem processar dados 
20 vezes mais rápido que 
aqueles utilizados no mo-
delo K. Afirmam ainda que 
ele foi capaz de fazer cál-
culos em um ritmo até 100 
vezes maior que o modelo 
K em uma simulação.
O novo supercomputador 

esta afirmação aos Estados 
Unidos diversas vezes.
Motegi disse que conver-
sou com o representante 
do Comércio dos Estados 
Unidos, Robert Lighthizer, 
sobre o assunto e que Ligh-
thizer teria afirmado que os 
EUA não devem fazer tal 
pedido.

deve substituir o modelo K 
na sede do Riken em Kobe, 
no oeste do Japão. O gover-
no planeja iniciar suas ope-
rações em 2021.
O modelo K registrou a 
velocidade mais rápida de 
processamento do mundo 
em 2011. Entretanto, desde 
então ele foi ultrapassado 
por equipamentos da China 
e dos EUA.

Japão planeja estabelecer alvo numérico 
para reduzir casos de demência

Demência  (16/05/2019)

O governo japonês plane-
ja estabelecer pela primeira 
vez seu alvo numérico para 
reduzir o número de pes-
soas na faixa etária dos 70 
anos que sofrem de demên-
cia.

Em 2015, o governo deli-
neou uma estratégia abran-
gente para lidar com a do-
ença. No próximo mês, ele 
planeja compilar diretrizes 
políticas que delineiem me-
didas específicas. Diretrizes 

com dois pilares fundamen-
tais focarão na prevenção e 
na criação de uma socieda-
de receptiva à doença.
Quanto à prevenção, o go-
verno vai estabelecer uma 
meta para diminuir os casos 

de demência entre as pesso-
as na casa dos 70 anos nos 
próximos seis anos em 6%.
O governo espera que cerca 
de sete milhões de pessoas 
desenvolvam a doença em 
2025. Isso significa que 
uma a cada cinco pessoas 
com 65 anos ou mais de 
idade sofrerão de demên-
cia.

Chanceleres do Japão e Irã se reúnem em 
Tóquio para discutir tensões no Oriente Médio

Irã (16/05/2019)

O ministro das Rela-
ções Exteriores do Irã 
Mohammad Javad Zarif se 
reuniu com o ministro dos 
Negócios Estrangeiros do 
Japão Taro Kono para dis-
cutir a crescente tensão no 
Oriente Médio.
Zarif chegou a Tóquio no 
final da quarta-feira e se 

encontrou com Kono na 
quinta de manhã. Kono dis-
se a Zarif que o Japão está 
profundamente preocupa-
do com a situação atual do 
Oriente Médio, e que ele 
não irá poupar esforços para 
amenizar as tensões e tentar 
resolver as questões ainda 
pendentes.

Kono comentou que é es-
sencial para a estabilidade 
no Oriente Médio que o Irã 
implemente o acordo nucle-
ar, e pediu que o país mostre 
moderação para evitar um 
novo aumento das tensões.
Zarif afirmou que a escala-
da das tensões por parte dos 
Estados Unidos é inacei-

tável. Ele descreveu as re-
centes atitudes iranianas em 
resposta às ações dos EUA 
como um exercício de seus 
direitos dentro do âmbito do 
acordo nuclear. Zarif mos-
trou-se entusiasmado de tra-
balhar ao lado do Japão em 
prol da redução das tensões.
Os dois ministros confirma-
ram uma cooperação contí-
nua para resolver os assun-
tos pendentes, com base na 
longa amizade entre as duas 
nações.

Trem de alta velocidade com tecnologia 
japonesa começa a operar no Reino Unido

Trem de alta (15/05/2019)

O primeiro modelo de 
uma nova frota de trens de 
alta velocidade começará a 
operar no Reino Unido. O 
“Azuma”, nome que sig-
nifica leste em japonês, é 
produzido com tecnologia 

da Hitachi, e irá conectar 
Londres a Leeds, na região 
central do país.
O governo britânico e re-
presentantes da fabricante 
japonesa participaram da 
cerimônia de inauguração 

do Azuma em Londres. 
Suas operações comerciais 
se iniciam na quarta-feira.
A Hitachi fabrica a carcaça 
do trem em uma de suas 
fábricas no oeste do Japão 
e ele é então montado no 

Reino Unido.
O Azuma pode operar 
a mais de 200 quilôme-
tros por hora. Tecnolo-
gias do trem-bala japonês 
Shinkansen teriam sido 
utilizadas em sua fabrica-
ção, possibilitando menor 
barulho nos carros de pas-
sageiros.
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旬じ
ゅ
んま
で
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

ジ
ュ
キ
チ
ー
バ
の
施し

設せ
つ

「
ト
ッ
カ
・
ダ
・
ハ
ポ
ー
ザ
」

に
滞た

い

在ざ
い

。
民み

ん

芸げ
い

品ひ
ん

の
販は

ん

売ば
い

や

芸げ
い

能の
う

を
披ひ

露ろ
う

し
、
そ
の
収

し
ゅ
う

入
に
ゅ
う

で
居き

ょ

住じ
ゅ
う

区く

で
使し

用よ
う

す
る
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
や
ト
ラ
ク
タ
ー

を
購こ

う

入に
ゅ
うし
、
１
年ね

ん

間か
ん

の
生せ

い

活か
つ

費ひ

を
得え

る
。

　

一い
っ

行こ
う

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

頃こ
ろ

ジ
ュ
キ
チ
ー
バ
市し

郊こ
う

外が
い

の
同ど

う

施し

設せ
つ

に
到と

う

着ち
ゃ
く。
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の
綿わ

た

貫ぬ
き

隆り
ゅ
うさ
ん
は
「
イ
ン
ジ
オ
に

会あ

え
る
貴き

重ち
ょ
うな
機き

会か
い

だ
と
思お

も

い
参さ

ん

加か

を
決き

め
た
」
と
話は

な

し

電で
ん

話わ

で
の
予よ

約や
く

・
取と

り
置お

き

が
可か

能の
う

だ
。
そ
の
場ば

合あ
い

は
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

プ
ロ
事じ

務む

所し
ょ

（
１
１ 

・
３
２
６
６
・２
０
８
７
）
ま

で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

　

さ
ら
に
同ど

う

日じ
つ

午ご

後ご

７
時じ

か

ら
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ
セ
・
ホ
テ
ル

た
。
施し

設せ
つ

内な
い

で
保ほ

護ご

さ
れ
て

い
る
動ど

う

物ぶ
つ

を
見け

ん

学が
く

。
伯は

っ

国こ
く

を

代だ
い

表ひ
ょ
うす
る
鳥と

り

ト
ゥ
ッ
カ
ー
ノ

や
ホ
エ
ザ
ル
、
ア
リ
ク
イ
な

ど
の
多た

様よ
う

な
動ど

う

物ぶ
つ

に
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
関か

ん

心し
ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
。
こ
の

施し

設せ
つ

で
は
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

、
密み

つ

猟り
ょ
う、
密み

つ

売ば
い

さ
れ
た
動ど

う

物ぶ
つ

の
保ほ

護ご

を

９
５
年ね

ん

か
ら
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。

　

続つ
づ

い
て
同ど

う

部ぶ

族ぞ
く

が
儀ぎ

式し
き

の

際さ
い

に
身み

に
つ
け
る
装そ

う

飾し
ょ
く

品ひ
ん

や

漁ぎ
ょ

業ぎ
ょ
うに
使し

用よ
う

す
る
道ど

う

具ぐ

な
ど

を
見け

ん

学が
く

。
見み

慣な

れ
な
い
品し

な

々じ
な

の
説せ

つ

明め
い

を
参さ

ん

加か

者し
ゃ

は
頷う

な
ず

き
な

　

こ
の
度た

び

は
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
１
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

す
る

「
松ま

つ

前ま
え

ひ
ろ
子こ

・
三み

山や
ま

ひ
ろ

し
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
お
越こ

し
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
と
日に

本ほ
ん

の
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

は
、
先せ

ん

人じ
ん

の
偉い

大だ
い

な
足そ

く

跡せ
き

が
今い

ま

も
尚な

お

、
脈

み
ゃ
く

々み
ゃ
くと
受う

け

継つ

が
れ
両

り
ょ
う

国こ
く

間か
ん

の
固か

た

い
絆き

ず
な

で
支さ

さ

え
ら
れ
て
、
経け

い

済ざ
い

、
文ぶ

ん

化か

、

芸げ
い

術じ
ゅ
つな
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
交こ

う

流り
ゅ
う

が
促そ

く

進し
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。

今こ
ん

回か
い

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
心こ

こ
ろ

の
魂

た
ま
し
い

と
い
う
べ
き
大た

い

衆し
ゅ
う

音お
ん

楽が
く

、
演え

ん

歌か

・
歌か

謡よ
う

曲き
ょ
くを
皆み

な

様さ
ま

方が
た

に
ご

披ひ

露ろ
う

さ
せ
て
い
た
だ
く
喜よ

ろ
こ

び

を
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
お
り
ま
す
。

松ま
つ

前ま
え

ひ
ろ
子こ

、
三み

山や
ま

ひ
ろ
し
、

中な
か

村む
ら

仁ひ
と

美み

の
歌う

た

声ご
え

で
、
郷

き
ょ
う

愁
し
ゅ
う

や
日に

本ほ
ん

の
風ふ

う

景け
い

を
感か

ん

じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸し

あ
わ

せ
で
す
。

　

音お
ん

楽が
く

は
人ひ

と

の
心こ

こ
ろ

を
豊ゆ

た

か
に

し
て
く
れ
ま
す
。
音お

ん

楽が
く

を
通つ

う

じ
た
交こ

う

流り
ゅ
う

が
両

り
ょ
う

国こ
く

に
と
っ
て

大お
お

き
な
架か

け
橋は

し

に
な
る
こ
と

を
祈い

の

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
来ら

い

場じ
ょ
うの
皆み

な

様さ
ま

と
一い

っ

体た
い

と

な
る
ス
テ
ー
ジ
は
、
私わ

た
し

た
ち

の
宝

た
か
ら

物も
の

と
し
て
思お

も

い
出で

の
１

ペ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
努つ

と

め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
声せ

い

援え
ん

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願ね

が

い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。
最さ

い

後ご

に
な

り
ま
し
た
が
、
ご
招

し
ょ
う

聘へ
い

い
た

だ
き
ま
し
た
池い

け

田だ

キ
タ
オ
カ

マ
リ
オ
様さ

ま

の
ご
尽じ

ん

力り
ょ
くに
深ふ

か

く

感か
ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

ミ
イ
ガ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

松ま
つ

前ま
え

ひ
ろ
子こ

／
三み

山や
ま

ひ
ろ
し

／
中な

か

村む
ら

仁ひ
と

美み

決け
つ

別べ
つ

し
、
前ま

え

を
向む

く
の
だ
と

い
う
。

　

死し

者し
ゃ

を
弔と

む
ら

う
儀ぎ

式し
き

で
は
あ

る
が
、
彼か

れ

ら
は
リ
ズ
ム
を
揃そ

ろ

え
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏ふ

み
楽が

っ

器き

を

鳴な

ら
し
、
短み

じ
か

く
声こ

え

を
あ
げ
賑に

ぎ

や
か
に
踊お

ど

っ
て
い
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
法ほ

う

要よ
う

は
声こ

え

を
出だ

す

の
も
憚は

ば
か

ら
れ
る
よ
う
な
厳げ

ん

粛
し
ゅ
く

な
雰ふ

ん

囲い

気き

だ
が
、
そ
れ
と
は

全ま
っ
たく
異こ

と

な
る
様よ

う

子す

に
驚お

ど
ろ
い
た
。

悲か
な

し
い
感か

ん

じ
は
な
く
、
賑に

ぎ

や

か
に
踊お

ど

っ
て
い
た
。
死し

者し
ゃ

を
弔

と
む
ら

う
と
い
う
目も

く

的て
き

は
同お

な

じ
だ
が
、

ク
ア
ル
ッ
ピ
は
賑に

ぎ

や
か
に
踊お

ど

る
こ
と
で
死し

者し
ゃ

を
安あ

ん

心し
ん

さ
せ
、

自じ

分ぶ
ん

達た
ち

も
気き

持も

ち
を
新あ

ら

た
に

で
き
る
だ
と
思お

も

う
と
、
不ふ

適て
き

切せ
つ

な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

か
も
し
れ
な
い
が

「
素す

敵て
き

だ
」
と
感か

ん

じ
た
。（
大
）

原ば
ら

市し

有あ
り

明あ
け

町ち
ょ
う）
よ
り
ブ
ラ
ジ

ル
に
家か

族ぞ
く

で
移い

住じ
ゅ
う。
諸も

ろ

山や
ま

さ

ん
に
よ
れ
ば
、
３
７
年ね

ん

頃ご
ろ

に

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン

市し

コ
ア
レ
ゴ
ア
ズ
ー
ル
か
ら

坂さ
か

本も
と

さ
ん
の
手て

紙が
み

が
届と

ど

い
た

と
い
う
。

　

手て

紙が
み

の
内な

い

容よ
う

に
よ
れ
ば
、

坂さ
か

本も
と

さ
ん
の
夫お

っ
と

の
坂さ

か

本も
と

九き
ゅ
う

市い
ち

さ
ん
は
、
養よ

う

蚕さ
ん

教き
ょ
う

師し

と
し
て

移い

住じ
ゅ
うし
た
が
間ま

も
な
く
交こ

う

通つ
う

事じ

故こ

で
他た

界か
い

。
坂さ

か

本も
と

さ
ん
は
、

日に
っ

本ぽ
ん

生う

ま
れ
の
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

の
國く

に

榮え

さ
ん
、
長

ち
ょ
う

男な
ん

の
信の

ぶ

博ひ
ろ

さ
ん
、

伯は
っ

国こ
く

で
３
６
年ね

ん

８
月が

つ

２
３
日に

ち

に
生う

ま
れ
た
次じ

男な
ん

の
利と

し

博ひ
ろ

さ

ん
と
共と

も

に
先さ

き

に
移い

住じ
ゅ
う
し
て
い

た
親し

ん

戚せ
き

宅た
く

に
身み

を
寄よ

せ
た
。

　

心
こ
こ
ろ

当あ

た
り
の
あ
る
方か

た

は
、

香か

川が
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
菅す

が

原わ
ら

パ
ウ
ロ

会か
い

長ち
ょ
う（
１
１
・
４
７
０
４
・ 

５
８
２
５
）
ま
で
。

の
通つ

う

報ほ
う

を
受う

け
、
軍ぐ

ん

警け
い

が

駆か

け
つ
け
る
と
、
店て

ん

内な
い

に
は

１
４
０
台だ

い

も
の
ビ
ン
ゴ
機き

が

あ
り
、
２
５
０
人に

ん

の
客き

ゃ
く
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。
警け

い

察さ
つ

が

踏ふ

み
込こ

ん
だ
と
き
に
逃に

げ
遅お

く

れ
た
客き

ゃ
く

は
、
バ
ス
２
台だ

い

に
分わ

け
て
カ
ン
ブ
シ
第だ

い

８
署し

ょ

に
連れ

ん

行こ
う

さ
れ
、
調

ち
ょ
う

書し
ょ

を
取と

ら
れ
た

と
い
う
。
毎ま

い

年と
し

の
よ
う
に
摘て

き

発は
つ

さ
れ
て
い
る
が
、
モ
グ
ラ

た
た
き
状

じ
ょ
う

態た
い

。
ビ
ン
ゴ
を
合ご

う

法ほ
う

化か

す
べ
き
と
の
議ぎ

論ろ
ん

も
あ

る
が
、
今い

ま

の
所と

こ
ろ

は
違い

法ほ
う

な
の

で
出で

入い

り
は
避さ

け
た
ほ
う
が

無ぶ

難な
ん

。
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、
リ
ベ
ル

ダ
ー
デ
区く

で
は
デ
ン
ギ
患か

ん

者じ
ゃ

が
最さ

い

近き
ん

見み

つ
か
り
、
近き

ん

日じ
つ

中
ち
ゅ
う

に
市し

職し
ょ
く

員い
ん

が
蚊か

の
駆く

除じ
ょ

薬や
く

散さ
ん

布ぷ

の
た
め
に
、
各か

く

ア
パ
ー
ト
の

庭に
わ

や
通つ

う

路ろ

部ぶ

分ぶ
ん

を
回ま

わ

る
と
か
。

蚊か

に
も
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
注

ち
ゅ
う

意い

を
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

も
決け

っ

定て
い

公こ
う

演え
ん

チ
ケ
ッ
ト
、
残の

こ

り
僅わ

ず

か

が
ら
熱ね

っ

心し
ん

に
聞き

い
た
。

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
くを
は
さ
み
、
民み

ん

芸げ
い

品ひ
ん

を
購こ

う

入に
ゅ
う。
永な

が

井い

康や
す

之ゆ
き

さ
ん
は

木も
く

製せ
い

の
椅い

子す

と
病や

ま
い

を
吸す

い
取と

る
と
い
う
人に

ん

形ぎ
ょ
う

を
購こ

う

入に
ゅ
う

し
、

「
と
て
も
良よ

い
も
の
を
見み

つ

け
た
」
と
満ま

ん

足ぞ
く

げ
な
様よ

う

子す

。

　

次つ
ぎ

に
一い

っ

行こ
う

は
同ど

う

部ぶ

族ぞ
く

の
儀ぎ

式し
き

を
見け

ん

学が
く

。
体か

ら
だ

に
塗と

料り
ょ
うで
模も

様よ
う

を
描か

き
、
足あ

し

首く
び

に
鈴す

ず

の
よ

う
な
楽が

っ

器き

や
、
頭あ

た
ま

に
ト
ゥ
ッ

カ
ー
ノ
の
羽は

ね

を
用も

ち

い
た
冠

か
ん
む
りを

つ
け
登と

う

場じ
ょ
う。
ツ
ア
ー
客

き
ゃ
く

歓か
ん

迎げ
い

の
舞ぶ

踊よ
う

や
、
亡な

く
な
っ
た
仲な

か

間ま

の
一い

っ

周し
ゅ
う

忌き

に
行お

こ
な

う
儀ぎ

式し
き

「
ク
ア
ル
ッ
ピ
」
を
披ひ

露ろ
う

し

た
。
舞ぶ

踊よ
う

に
は
参さ

ん

加か

者し
ゃ

も
加く

わ

わ
り
大だ

い

盛せ
い

況き
ょ
うと
な
っ
た
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
の
よ
う
な
格か

く

闘と
う

技ぎ

「
ウ
カ
ウ
カ
」
で
は
参さ

ん

ブ
ラ
ジ
ル
の
皆み

な

様さ
ま

、こ
ん
に
ち
は
。

老ろ
う

後ご

の
健け

ん

康こ
う

と
幸し

あ
わ

せ
、
６
月が

つ

１
日た

ち

新に
い

潟が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
講こ

う

演え
ん

会か
い

加か

者し
ゃ

と
の
対た

い

戦せ
ん

も
行お

こ
な

わ
れ
、

声せ
い

援え
ん

が
あ
が
る
な
ど
盛も

り
上あ

が
り
を
見み

せ
た
。

　

一い
っ

方ぽ
う

、
同ど

う

部ぶ

族ぞ
く

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

は
「
シ
ン
グ
ー
国こ

く

立り
つ

公こ
う

園え
ん

に

は
１
６
部ぶ

族ぞ
く

が
生せ

い

活か
つ

し
て
い

る
が
、
公こ

う

園え
ん

か
ら
３
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
先さ

き

に
道ど

う

路ろ

が
整せ

い

備び

さ
れ
、
移い

動ど
う

が
容よ

う

易い

に
な
る

一い
っ

方ぽ
う

で
生せ

い

活か
つ

が
脅お

び
や

か
さ
れ
つ

　

ブ
ラ
ジ
ル
新に

い

潟が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
駒こ

ま

形が
た

秀ひ
で

雄お

）
が
「
老ろ

う

後ご

も

健け
ん

康こ
う

で
幸し

あ
わ

せ
に
生い

き
る
」
と

題だ
い

す
る
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
６
月が

つ

１

日た
ち

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

（R
. P

a
n

d
iá 

C
a

ló
g

eras, 15
3

）
で

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
。

　

講こ
う

演え
ん

者し
ゃ

は
産さ

ん

婦ふ

人じ
ん

科か

医い

で
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

教き
ょ
う

会か
い

の
元も

と

会か
い

長ち
ょ
う

だ
っ
た

故こ

・
原は

ら

沢さ
わ

和か
ず

夫お

さ
ん
の
娘む

す
め

、

宇う

野の

原は
ら

沢さ
わ

ル
シ
ー
さ
ん
。
同ど

う

氏し

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
の
医い

学が
く

部ぶ

卒そ
つ

で
、

鍼は
り

、
自し

然ぜ
ん

療り
ょ
う

法ほ
う

等な
ど

も
研け

ん

究き
ゅ
うし

て
い
る
。

　

講こ
う

演え
ん

会か
い

後ご

は
、
健け

ん

康こ
う

や　

病び
ょ
う

気き

に
関か

ん

す
る
質し

つ

疑ぎ

応お
う

答と
う

も

受う

け
付つ

け
て
い
る
。

　

な
お
、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
は
、

現げ
ん

在ざ
い

日に

本ほ
ん

で
の
農の

う

業ぎ
ょ
う

研け
ん

修
し
ゅ
う

生せ
い

を
２
人り

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う。
期き

間か
ん

は

８
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んか
ら
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１
・
３
２
０
９
・
５
１
１ 

６
）
ま
で
。

三
み

山
やま

ひろしからメッセージ
（７） ２０１９年第５２４４号 	 ５月	１８日	（土曜日）

三
み

山
やま

ひろしさん、松
まつ

前
まえ

ひろ子
こ

さん

伝
でん

統
とう

舞
ぶ

踊
よう

を披
ひ

露
ろう

するクイクロ族
ぞく

Ｎ Ｈ Ｋ
紅
こ う

白
は く

歌
か

手
し ゅ

坂さ
か

本も
と

ム
メ
ノ
さ
ん

■
人ひ
と
探さ
が
し
■

　

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
一い

っ

行こ
う

の
現げ

ん

地ち

ガ

イ
ド
に
よ
れ
ば
、
ロ
ス
か
ら

南み
な
みに
２
時じ

間か
ん

半は
ん

ほ
ど
車く

る
ま

を
走は

し

ら
せ
れ
ば
、
も
う
メ
キ
シ
コ

国こ
っ

境き
ょ
うと
の
こ
と
。
途と

中ち
ゅ
うで
何な

ん

で
、
有ゆ

う

名め
い

歌か

手し
ゅ

と
身み

近ぢ
か

に
交こ

う

流り
ゅ
うで
き
る
フ
ァ
ン
に
は
嬉う

れ

し
い

ス
ペ
シ
ャ
ル
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

も
特と

く

別べ
つ

に

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

北き
た

パ
ラ
ナ
・
ア
サ
イ
で
も
開か

い

催さ
い

　

ト
レ
ン
デ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
モ

の
「
イ
ン
デ
ィ
オ
ツ
ア
ー
」
に

オ
ー
リ
ャ
子し

も
取し

ゅ

材ざ
い

で
同ど

う

行こ
う

し
、イ
ン
ジ
オ
部ぶ

族ぞ
く

の
一ひ

と

つ「
ク

イ
ク
ロ
族ぞ

く

」
の
伝で

ん

統と
う

舞ぶ

踊よ
う

を

見み

る
機き

会か
い

が
あ
っ
た
。
歓か

ん

迎げ
い

を
表あ

ら
わ

す
舞ぶ

踊よ
う

や
、
亡な

く
な
っ

た
仲な

か

間ま

の
一い

っ

周し
ゅ
う

忌き

に
行お

こ
な

う
儀ぎ

式し
き

「
ク
ア
ル
ッ
ピ
」
を
披ひ

露ろ
う

し
て
い
た
。

　

ク
ア
ル
ッ
ピ
は
通つ

う

常じ
ょ
う

２
日か

間か
ん

行お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
。
死し

者し
ゃ

を
模も

し
た
木も

く

材ざ
い

に
装そ

う

飾し
ょ
く

品ひ
ん

を

付つ

け
、
舞ぶ

踊よ
う

や
ウ
カ
ウ
カ
な

ど
の
儀ぎ

式し
き

を
行お

こ
な

う
。
２
日か

目め

の
最さ

い

後ご

に
は
木も

く

材ざ
い

を
川か

わ

に
流な

が

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
亡な

く
な
っ
た
仲な

か

間ま

へ
の
悲か

な

し
み
と

つ
あ
る
」
と
存そ

ん

続ぞ
く

の
危き

機き

に

晒さ
ら

さ
れ
て
い
る
と
訴う

っ
た

え
た
。

　

関せ
き

根ね

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
「
伯は

っ

国こ
く

に
来き

て
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
、
今い

ま

生せ
い

活か
つ

し
て
い
る
土と

地ち

を
肌は

だ

で
感か

ん

じ

て
ほ
し
か
っ
た
」
と
ツ
ア
ー

の
企き

画か
く

意い

図と

を
語か

た

っ
た
。
参さ

ん

加か

し
た
牧ま

き

野の

力り
き

也や

さ
ん
は

「
伯は

っ

国こ
く

な
ら
で
は
の
体た

い

験け
ん

が

で
き
た
」
と
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
１
日に

ち

を
満ま

ん

喫き
つ

し
た
よ
う
だ
。

白は
く

熱ね
つ

の
格か

く

闘と
う

技ぎ

「
ウ
カ
ウ
カ
」
も

イ
ン
ジ
オ
の
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

を
体た

い

験け
ん

　

長な
が

崎さ
き

県け
ん

島し
ま

原ば
ら

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
諸も

ろ

山や
ま

絹き
ぬ

子こ

さ
ん
が
、
義ぎ

理り

の
妹

い
も
う
と

で
あ
る
坂さ

か

本も
と

ム
メ
ノ
（
漢か

ん

字じ

表ひ
ょ
う

記き

は
梅
野
）
さ
ん
の
消

し
ょ
う

息そ
く

を
探さ

が

し
て
い
る	

。

　

坂さ
か

本も
と

さ
ん
は
１
９
３
６
年ね

ん

（
昭

し
ょ
う

和わ

１
１
年ね

ん

）
に
長な

が

崎さ
き

県け
ん

南み
な
み

高た
か

来き

郡ぐ
ん

有あ
り

明あ
け

町ち
ょ
う（
現げ

ん

・
島し

ま

参さ
ん

加か

費ひ

は
一ひ

と

人り

３
０
０
レ
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

の
チ
ケ

ッ
ト
購こ

う

入に
ゅ
うは
同ど

う

ホ
テ
ル
で
可か

能の
う

。
問と

い
合あ

わ
せ
は
ミ
チ
さ

　

１
５
年ね

ん

以い

降こ
う

か
ら
４
回か

い

連れ
ん

続ぞ
く

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

に

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
、
絶ぜ

っ

好こ
う

調ち
ょ
うの
注

ち
ゅ
う

目も
く

の

若わ
か

手て

演え
ん

歌か

歌か

手し
ゅ

、
三み

山や
ま

ひ
ろ

し
（
３
８
、
高こ

う

知ち

県け
ん

）。
藤ふ

じ

瀬せ

さ
ん
は
「
ど
う
も
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
た
め
に
特と

く

別べ
つ

な
公こ

う

演え
ん

内な
い

容よ
う

を
練ね

っ
て
い
る
よ
う
で
す

よ
」
と
明あ

か
す
。

　

主し
ゅ

催さ
い

の
池い

け

田だ

マ
リ
オ
・
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
池い

け

田だ

社し
ゃ

長ち
ょ
うと

相そ
う

談だ
ん

し
て
、
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
「
龍

り
ゅ
う

高こ
う

知ち

よ
さ
こ
い
」
と
藤ふ

じ

間ま

流り
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

と
の
豪ご

う

華か

共き
ょ
う

演え
ん

を
企き

画か
く

し
て
い
る
。

　

共と
も

に
舞ぶ

台た
い

に
立た

つ
松ま

つ

前ま
え

ひ

ろ
子こ

（
６
９
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）
は
、

三み

山や
ま

ひ
ろ
し
の
師し

匠し
ょ
うで
義ぎ

母ぼ

。

ん
（
１
１
・
９
６
８
５
５
・
１ 

１
４
９
）
ま
で
。

　

１
９
日に

ち

午ご

後ご

７
時じ

か
ら
本ほ

ん

公こ
う

演え
ん

は
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
ア
サ
イ
市し

の
ア
サ
イ
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

（
Ｓ
Ａ

Ｍ
Ａ
）
で
も
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
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